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委
員
会
で
は
、

来
年
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ

参
加
し
て
開
か
れ
た
。

の
四
カ
国
の
ほ
か
、

U
N
D
P
、

I
P
P
F
な
ど
の
代
表
が

藤

隆

同

議

員

フ

ォ

ー

ラ

ム

諮

長

が

出

席

、

中
国
、

イ
ン
ド
、

委
員
会
は
十
月
十
日
、

日
本
か
ら
佐

ア

ジ

ア

議

員

フ

ォ

ー

ラ

ム

準

備

委

宗
教
家
に
も
参
加
呼
ぴ
か
け

安

川

世

彬

氏

II

村

松

稔

氏

II

玉

井

虎

雄

氏

II

斉

藤

得

七

氏

II

岡

崎

陽

氏

II

よ
り
、

本
事
業
の
成
果
が
一
段
と
期
待
さ
れ
る
。

会
」
を
設
置
。

委
員
忙
、

協
力
事
業
団
、

農
林
水
産
省
、

胴
生
省
、

総
合
研
究
開
発
機
構
、

活
動
塞
金
な
ど
の
調
査
委
託
研
究
事
業
が
本
格
的
忙
始
ま
る
の
で
、

十
月
十
二
日
協
会
内
忙

「
人
口
と
開
発
委
員

次
の
国
内
の
権
威
者
五
氏
を
委
嘱
し
た
。

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
長

人
口
問
題
協
議
会
代
表
幹
事

東

京

農

業

大

学

教

授

国
立
公
衆
衛
生
院
衛
生
人
口
学
部
長

慶

応

義

塾

大

学

経

済

学

部

教

授

「
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
二
回
準
備
運
営

タ
イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
、

U
N
F
P
A
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

こ
れ
忙

事
業
を
拡
充
強
化
す
る
た
め
、

こ
れ
ら

国
連
人
口

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は
、

五
九
年
度
か
ら
外
務
省
、

本

協

会

に

「

人

口

と

開

発

委

員

会

」

設

置

岡
崎
陽
一
氏
ら
五
氏
に
委
嘱

国

際
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「写真は、タイ首相官邸にサンティ・プンヤチャイ

副首相を表敬訪門した佐藤隆議長（中央左）その右、

プンヤチャイ副首相」
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・
ブ
ン
ヤ
チ
ャ
イ
副
首
相
を
表
敬
訪
門
し
た
。

を
決
め
た
。

佐
藤
隆
議
長
ら
は
、

ま
で
メ
キ
ッ
コ
で
開
か
れ
る
国
連
国
際
人
口
会
議
へ
の
呼
び
か
け
ー
~
な
ど

宗
教
家
忙
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

③
一
九
八
四
年
八
月
六
日
か
ら
十
三
日

正
式
国
は
、

組
織
を
有
す
る
国
11
十
五
カ
国
を
正
式
国
と
し
、

準

会
忙
つ
い
て
①
参
加
国
は
、

リ
ー
で
開
か
れ
る

「
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
総

国
連
加
盟
で
議
会
を
有
す
る
国
で
、

こ
の
あ
と
、

国
連
加
盟
国
で
、

人
口
と
開
発
忙
関
す
る
議
員

代
表
を
二
名
と
す
る
。

代

表

を

一

名

と

す

る

。

R

タ
イ
首
相
官
邸
忙
サ
ン
テ
ィ



「講演する銭信忠大臣」

「会場を埋めた専門家、マスコミ関係者」

（ホテル・ニューオータニで）

中

国

計

画

生

育

委

員

会

ま
で
滞
在
し
た
。

意
義
な
懇
談
を
し
た
。

門
家
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を
前
忙
別
項
の
よ
う
な
講
演
を
し
、

十
五
日
午
後
二
時
か
ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、

専

十

月

十

二

日

か

ら

十

八

日

中
国
計
画
生
育
委
員
会
の
銭
信
忠
大
臣
は
、

銭
信
忠
・
大
臣
が
訪
日
講
演

九
月
三
十
日
、

ク
で
国
連
人
口
賞
を
受
賞
の
帰
途
日
本
を
訪
れ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

出
席
者
と
有
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ミ
て、

死
亡
率
が
大
幅
陀
タ
ウ
ン
し
た
上
陀
‘

社
会
主
義
建
設
事
業
の
迅
速
な
発

大
衆
参
加
の
医
療

人
民
の
健
康
と
生
命
忙
大
き
な
危
害

五

0
年
代
忙
な
る
と
、

長
期
間
尻
わ
た
り
、
高
い
出
生
率
が
続
い
て
い
る
。
特
別
な
年
を
除
い

一
九
四
九
年
か
ら
一
九
七

0
年
の
出
生
率
は
皆
三
三
協
以
上
で
あ
る
。

我
が
国
の
人
口
の
自
然
増
加
率
の
増
加
を
招
い
た
。
特
別
な
年
を
除
い
て
、

=: 

出
生
率
が
割
合
い
高
い
為
、

農
村
で
は
三

0
協
で
あ
る
。

ウ
ソ
し
て
い
る
。

七

0
年
代
都
市
の
乳
幼
児
死
亡
率
は

-
I
l
l
-
l
％
で
、

りヽ

解
放
前
が
約
二

0
0
伽
妬
対
し
、

一
九
五
七
年
忙
は
七

0
•

九
伽
忙
ダ

迄
陀
タ
ウ
ン
し
て
い
る
。

乳
幼
児
死
亡
率
は
も
っ
と
大
幅
陀
タ
ウ
ン
し
て
お

は
既
陀
一
〇
伽

I
一
八
％
忙
タ
ウ
ン
し
、

七

0
年
代
初
期
陀
は
更
忙
七
伽
余

を
あ
た
え
る
流
行
病
は
次
第
忙
撲
滅
さ
れ
、

死
亡
率

衛
生
事
業
が
発
展
し
た
こ
と
忙
よ
り
、

展
尻
伴
い
、

人
民
の
生
活
が
著
し
く
改
善
さ
れ
た
上
忙
、

協
以
上
で
あ
っ
た
の
匠
対
し
、

解
放
後
、

ー、

死
亡
率
が
大
幅
妬
タ
ウ
ン
し
た
。
解
放
前
、

人
口
の
死
亡
率
は
二

O

る
。

七

0
年
代
以
前
、

新
中
園
人
口
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

の
迅
速
な
変
化
尻
伴
い
、

我
が
国
の
人
口
状
態
も
大
ぎ
な
変
化
が
起
き
て
い

均
年
増
加
率
は
や
っ
と
一
―
•
五
協
で
あ
っ
た
。
新
中
国
成
立
後
、

社

会

経

済

千
余
万
増
加
し
て
い
る
。
毎
年
の
平
均
純
増
加
は

一
九
万
し
か
な
く
、

平

中
国
の
人
口
は
四
億
一
千
余
万
か
ら
五
億
四
千
余
万
忙
増
加
し
、

計
一
億
―
―
―

伽
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

一
八
四

0
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
一
〇
九
年
間
忙
、

人
口
出
生
率
は
約
三
八
協
、

死
亡
率
が
約
二
八
伽
で
、

自
然
増
加
率
は
一
〇

い
死
亡
率
と
低
い
自
然
増
加
率
で
あ
っ
た
。

一
九
三
六
年
を
例
忙
と
る
と
、

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
以
前
、

て

（
中
国
計
画
生
育
委
員
会
主
任
）

中
国
の
人
口
発
展
の
歴
史

中
国
人
口
の
特
徴
は
高
い
出
生
率
、

中
国
に
お
け
る
人
口
政
策
理
論
と
方
法

銭

高

言

忠

‘ー
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時
、

経
済
と
社
会
発
展
忙
お
い
て
の
人
口
問
題
の
重
要
性
忙
対
す
る
認
識
が

生、 す
る

国
の
政
務
院
は
、

少
々
変
っ
た
の
で
あ
る
。

衛
生
部
の
II

避
任
と
人
工
流
産
法

11

を
許
可
し
た
。

年
周
恩
来
同
志
は
八
第
二
次
国
民
経
済
発
展
五
ケ
年
計
画
陀
関
す
る
提
案

V

婦
人
と
児
童
を
保
護
し
、

の
健
康
と
繁
栄
を
図
る
為
、

よ
り
よ
く
後
の
世
代
を
教
育
し
、

我
が
国
の
著
名
な
経
済
学
者
で
あ
る
馬
寅
初
先

及
び
他
の
一
部
の
学
者
も
中
国
の
人
口
抑
制
を
主
張
し
た
。

大
体
不
足
で
あ
っ
た
為
、
す
ぐ
さ
ま
忙
計
画
生
育
は
行
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

且
し
、

ィ

当

＂
と
提
案
し
て
い
る
。

我
々
は
出
産
を
適
当
忙
抑
制
す
る
こ
と
を
賛
成

の
中
で
、

民
族

一
九
五
六

が
国
の
人
口
政
策
は
、

一
九
五
三
年
八
月
忙
我
が

忙
な
り
、

我
が
国
の
指
導
者
や
学
者
の
注
意
を
引
き
始
め
た
。

せ
る
こ
と
が
協
調
で
ぎ
な
い
と
い
う
間
題
が
間
も
な
く
目
陀
見
え
て
来
る
様

こ
の
後
、

我

口
が
無
計
画
的
忙
、

人
工
流
産
を
制
限
し
、

且
し
、

ィ

人

活
向
上
の
し
る
し
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

一
九
七
三
年
以
前
、

中
国
の
人
口
政
策
理
論
は
中
国
の
人
口
抑
制
の
実
践
忙
碁
づ
い
て
お
り
、

人
口
抑
制
忙
役
立
て
て
い
る
。

こ
れ
と
同
時
忙
‘

こ
の
時
期
、

人
口
の
死
亡
率
も
大
副
陀
タ
ウ
ソ
し
た
。

一
九
五
―
―
年
の
―
1
0
*
~
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
の
為
、

不
妊
手
術
を
禁
止
す
る
政
策
を
と
っ
た
。

迅
速
陀
増
加
す
る
こ
と
と
、

経
済
を
計
画
的
忙
発
展
さ

我
が
国
で
は
厳
し
く

速
忙
増
加
す
る
こ
と
は
社
会
主
義
人
口
の
法
則
で
あ
り
、
社
会
繁
栄
及
び
生

当
時
の
人
口
埋
論
は
、

人
口
が
迅

た
め
人
口
の
増
加
が
速
め
ら
れ
、
自
然
増
加
率
が
一
九
四
九
年
の

一
六
協
か
ら

あ
っ
た
。

こ
の

は
経
済
の
快
復
時
期
忙
あ
っ
た
。

人
口
は
無
計
画
増
加
状
態
忙

ー、

一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
成
立
か
ら
一
九
五
―
一
年
迄
。
我
が
国

つ
の
段
階
妬
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

我
が
国
の
人
口
政
策
は
大
ざ
っ
ぱ
忙
次
の
四

ミ
中
国
人
口
政
策
の
理
論

万
人
増
加
し
て
い
る
。

I
一
九
七
一
年
の
平
均
が
二
六
％
匠
も
な
り
、

六
年
間
で
人
口
が
一
億
二
千

自
然
増
加
率
は
皆
二

O
伽
以
上
で
あ
っ
た
。

一
九
六
六
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な
段
階
忙
入
っ
た
。

四、

を
す
る
。

“ 

但
し
子
供
が
多
く
、

我
が
国
第
五
回
人
民
代
表
大
会
第
二
次

我
が
国
の

夫
婦
忙
子
供
は
少
な
く
生
む
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
で
あ
る
。

少
数
民
族
忙

た
夫
婦
は
出
産
の
間
隔
を
の
ば
す
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
。
”

少

ま、
,t 

と
II 

と
は
青
年
男
女
の
晩
婚
、

稀

II

と
は
、

結
婚
し

の
我
々
の
政
策
は
、

甚
本
的
な
要
求
は
”

晩、

稀
、

少

晩

II 

的
忙
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
活
動
が
全
国
範
囲
で
展
開
さ
れ
た
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
主
張
し
た
。

め
忙
計
画
出
産
を
提
侶
す
る
指
示

V
の
中
で
、
”

農
村
で
出
産
抑
制
を
提
偶
し
、

と
忙
よ
り
、

計
画
生
育
を
す
す
め
始
め
、

さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
人
口
の
迅
速
な
増
加
を
招
ぎ
、

産
の
増
加
と
ひ
ど
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

七

0
年
代
初
期
忙
、

つ
い
て
は
、
”

適
当
尻
人
口
の
自
然
増
加
率
を
抑
制
す
る
こ

II

と
提
言
、

晩
育
を
奨
励
す
る
こ
と
。
”

人
口
の
増
加
と
生
産
の
発
展
尻
有
利
な
適
当
な
措
置
を
と
る
。

出
産
を
抑
制
し
た
い
特
別
な
人
忙
は
、

人
口
政
策
は
い
っ
そ
う
の
発
展
を
見
せ
、

一
九
七
九
年
、

国
家
の
指
導
の
下
で
の
、こ
の
時
期

11

で
あ
り
、

” 

指
導
を
し
援
助

一
九
七
八
年
中
国
共
産
党
第
十
一
回
―
―
―
中
全
体
会
議
後
、

我
が
国
の
人
口
抑
制
二
作
も
新
た

そ
の
後
、

計
画

ミ

毛
沢
東
同
志
が
”

人
口
は
ど
う
し
て
も
抑
制
し

そ
し
て
物
資
生

埃
し
、

試
験
的
忙
進
ま
れ
始
め
た
ば
か
り
の
計
画
生
育
も
や
む
お
え
ず
中
断

年
忙
始
ま
っ
た
所
謂
”

文
化
大
革
命
＂
は
、

我
が
国
の
各
項
目
の
仕
事
を
破

市
の
人
口
出
生
率
と
自
然
増
加
率
が
タ
ウ
ン
し
始
め
た
。
但
し
、

一
九
六
六

の
科
学
研
究
及
び
生
産
供
給
忙
大
い
忙
力
を
入
れ
た
。

一
九
六
四
年
か
ら
都

同
時
陀
‘

計
画
的
、

組
織
的
忙
避
妊
薬
と
器
具

策
で
あ
る

“
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
為
、

我
々
は
ま
ず
都
市
で
試
験
的
忙

有
る
状
態
忙
す
る
こ
と
は
、

我
が
国
の
社
会
主
義
建
設
忙
お
い
て
の
限
定
政

生
育
問
題
を
何
ら
の
計
画
性
も
無
い
状
態
か
ら
段
々
と
計
画
の

都
市
と
人
口
密
度
の
高
い

一
九
六
二
年
、

中
国
共
産
党
中
央
と
国
務
院
は
八
ま
じ

二、

六

0
年
代
初
期
忙
‘

我
が
国
政
府
は
再
び
人
口
の
増
加
を
抑
制
す
る
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我
々
は
一
組
の
夫
婦
は
、

一

人

の

子

し

か

生

ま

な

い

こ

と

を

奨

励

し

な

け

れ

農
村
忙
よ
っ
て
は
、

多

子

出

生

率

が

四

0
％
忙
も
達
し
て
い
る
。

は
二
五
・
―
―
―
六
％
、

第
三
子
及
び
そ
れ
以
上
の
が
二
八

•
O
九
％
で
あ
る
。
第

二

子

十
―
―
―
億
忙
な
る
。
今
の
実
情
は
、

年
忙
は
合
計
四
億
人
出
生
す
る
こ
と
忙
な
る
。

す
る
と
、

そ

の

時

の

人

口

は

こ
の
数
は
計
算
忙
よ
る
と
、

出
産
年
令
忙
達
し
て
い
る
。

し
か
し
、

五

0
年

代

か

ら

六

0
年

代

初

期

の

二

回

の

ベ

今
後
十
八
年
、

し
て
言
う
と
、

社

会

経

済

の

発

展

忙

適

応

さ

せ

る

人
口
の
資
質
を
高
め
、

同

時

陀

第

二

子

の

出

生

を

抑

事
情
忙
も
と
づ
き
配
慮
す
る
。
今
、

毎
年
の
人
口
乎
均
増
加
数
を
一

0
二

0
万

以

下

忙

抑

制

し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ビ
ー
ブ
ー
ム
忙
出
生
し
た
人
達
が
続
々
と
結
婚
、

二
人
子
供
を
生
む
と
す
る
と
、

1
0
0
万

組

忙

な

る

。

若

し

一

組

の

夫

婦

が

ニニ
0
0
万
人
の
出
生
と
な
り
、

二

0
0
0
 

第
一
子
は
四
六
•
五
五
茄
、

農
村
で
の
多
数
生
育
率
は
依
然
と
高
く
、

一
九
八
一
年
忙
出
生
し
た
嬰
兒
の
内
、

こ
の
為
、

総
数
は
十
億
を
こ
え
、

本

世

紀

末

忙

人

口

を

十

二

億

以

下

匠

抑

制

す

る

忙

は

、

つ
家
庭
忙
つ
い
て
は
、

我

が

国

の

人

口

IJ
し
、

柑

第

三

子

の

出

生

を

な

く

す

こ

と

忙

あ

る

。

実

際

何

ら

か

の

問

題

を

持

一
人
し
か
子
供
を
生
ま
な
い
こ
と
を
提
唱
し
、

現
段
階
で
の
我
が
国
の
人
口
政
策
の
重
点
は
、

普
通
的
陀
一
組
の
夫
婦
は
、

II ヽ

こ
れ
が
我
が
国
の
人
口
政
策
で
あ
る
。

,, 

人
口
の
数
量
を
制
限
し
、

人

口

を

る
。

又、

近

親

結

婚

と

法

定

遺

伝

病

の

病

人

の

結

婚

を

禁

じ

て

い

る

。

概

括

が
あ
る
、

II ” 

晩

婚

晩

育

は

奨

励

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

＂
と
定
め
ら
れ
て
い

“ ” 

は
ヽ

,, 

国
は
計
画
生
育
を
推
進
し
、

人

口

の

増

加

が

経

済

と

社

会

の

発

展

妬

一
組
の
夫
婦
陀
一
人
の
子

一
九
八
二
年
胡
耀
邦
総
書
記
は
中
国
共
産
党
第
十
二
回
大
会
の
報
告
の
中
で
、

重
要
な
間
題
で
あ
る
。

な
国
策
の
一

つ
で
あ
る
。

適
応
す
る
よ
う
忙
す
る
。

夫

婦

双

方

と

も

計

画

生

育

を

実

行

す

る

義

務

＂
と
指
摘
し
て
い
る
。

又
、

我

が

国

の

新

憲

法

で

計
画
生
育
を
実
行
す
る
こ
と
は
、

我

が

国

の

基

本

的

”
 我
が
国
の
経
済
と
社
会
の
発
展
忙
お
い
て
、

人

口

問

題

は

つ

ね

忙

極

め

て

会
議
は
”

II

の

一
人
っ
子
政
策
を
提
案
し
た
。
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増
加
率
が
こ
の
様
忙
大
幅
陀
タ
ウ
ン
し
た
の
は
、

下
率
は
五
四
•
九
％
で
あ
っ
た
。

九
年
と
い
う
短
い
期
間
忙
出
生
率
と
自
然

％
で
、

自
然
増
加
率
は
二
五
•
九
五
形
か
ら

そ
の
低

率
が
三
―
―
]
•
五
九
％
か
ら
一
七
•
九
％
忙
下
り
、

そ
の
低
下
率
は
四
六
•
七

タ
ウ
ン
さ
せ
て
い
る
。

一
九
七

0
年
か
ら
一
九
七
九
年
忙
お
い
て
は
、

出
生

-: 
我
が
国
は
出
生
率
と
自
然
増
加
率
を
割
り
と
短
い
期
間
忙
、

大
幅
忙

で
は
、

顕
著
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

主
忙
次
の
通
り
で
あ
る
。

口
数
を
抑
制
し
、

今
日

我
が
国
は
七

0
年
代
よ
り
、

三
策
を
定
め
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。

さ
せ
る
と
い
う
原
則
陀
も
と
づ
ぎ
、

民
族
自
治
区
は
民
族
経
済
の
繁
栄
、

文
化
が
た
ち
お
く
れ
て
お
り
、

人
口
密
度
が
低
い
の
も
あ
る
。

国
は
各
少
数

文
化
が
割
り
忙
発
達
し
て
お
り
、

人
口
密
度
が
高
い
の
も
あ
れ
ば
、

経
済
、

る
。

各
少
数
民
族
は
人
口
、

経
済
状
態
忙
お
い
て
大
き
な
差
が
あ
る
。
経
済
、

中
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
る
。

漢
民
族
の
他
忙
五
十
五
の
少
数
民
族
が
い

適
当
な
時
匠
、

我
が
国
の
人
口
状
態
の
変
化
陀
伴
い
、

速
く
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
長
い
と
い
う
情
況
匠
よ
っ

「
一
組
の
夫
婦
忙
一
人
の
子
」

と
い
う
政
策
は
、

今
人
口
が
多
く
、

増
加
が

い
呼
び
か
け
尻
答
え
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、

各
級
の
幹
部
は
先
忙
立
っ
て
、

国
の
一
組
の
夫
婦
は
一
人
の
子
し
か
生
ま
な

発
表
し
た
。

特

忙

制
問
題
陀
関
す
る
全
共
産
党
員
、

ば
な
ら
な
い
。

一
九
八

0
年
陀
、

こ
の
中
で
、

人
口
の
構
成
が
若
く
、

共
産
主
義
青
年
団
員
へ
の
公
開
書
簡
＞
を

あ
ら
ゆ
る
共
産
党
員
、

て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

共
産
主
義
青
年
団
、

人
口
政
策
忙
適
当
な
調
整
を
行
な
う
つ
も
り
で
あ
る
。

民
族
の
団
結
及
び
人
口
の
素
質
を
向
上

各
自
本
民
族
の
事
情
尻
適
し
た
人
口
政

中
国
の
計
画
生
育
二
作
の
成
果

一
般
陀
計
画
生
育
を
推
進
し
、

計
画
的
忙
人

積
極
的
陀
人
口
の
質
の
向
上
忙
努
め
て
ぎ
て
お
り
、

•
七
％
陀
下
り
、

ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
か
ら
現
在
忙
お
い
て
約
七
千
九
百
万
人
少
な
く
生
ま
れ
て
い
る
。

中
国
共
産
党
中
央
は
八
我
が
国
の
人
口
抑
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一

九

八

一

年

忙

は

更

忙

一
人
っ
子
を
持
つ
夫
婦
は
三
三

0
0
万
組
で
、

そ
の

で
国
の
提
唱
し
て
い
る
一
組
の
夫
婦
忙
一
人
の
子
の
政
策
を
実
行
し
て
い
る
。

五、

都
市
と
農
村
の
計
画
生
育
の
先
進
地
城
で
は
、

大
衆
は
自
分
の
意
志

の
女
性
、

特
匠
都
市
の
女
性
は
晩
婚
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

オ、

一
九
八
一
年
忙
は
ニ
ニ
・
八
才
忙
達
し
て
い
る
。

こ
の
数
字
は
我
が
国

六
0
年
代
は
一
九
•
八

四、

抽
出
調

忙
達
し
て
い
る
。

或
い
は
既
妬
そ
の
レ
ベ
ル こ

の
夫
婦
は
、

避

そ

想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
九
年
の
ニ
・
七
五
、

先
進
国
の
二
．

0
の
乎
均
水
準

計
画
生
育
は
深
く
大
衆
の
心
尻
根
を
お
ろ
し
て
い
る
。

た

い

て

い

避

妊

措

置

を

と

っ

て

い

る

。

妊
措
置
を
と
っ
て
い
る
出
生
年
令
期
の
婦
人
は
六
九
•
四
六
％
を
占
め
、

の
割
り
合
い
は
一
部
の
先
進
国
レ
ベ
ル
忙
近
い
、

我
が
国
の
女
性
の
乎
均
初
婚
年
令
は
毎
年
上
昇
し
て
い
る
。

査
忙
よ
る
と
、

五

0
年
代
の
平
均
初
婚
年
令
が
十
九
オ
、

一
九
八
一
年
全
国
で
、

内
一
人
っ
子
証
明
書
を
受
け
た
も
の
は
一

一
九
八

0
年
尻
四
―

•
八
％
忙
上
昇
、

出
産
年
令
期

一
九
八
一
年
度
、

四

0
0
万
組
あ
り
、

領
率
は
四
ニ
・
―
―
―
外
忙
達
し
て
い
る
。
一
九
七

0
年
の
一
子
出
産
率
は
二

O・
七

伶
で
、

証
明
書
の
受

忙
低
い
。

よ
り
少
々
高
い
が
、

発
展
途
上
国
の
四
•
六
の
平
均
水
準
忙
比
べ
る
と
大
い

一
九
八
一
年
の
二
•
六
―
―
―
と
下
っ
て
お
り
、

年
の
五
•
六
八
か
ら
七

0
年
代
の
四

·
0
I

、

タ
ウ
ン
は
主
忙
生
育
率
の
低
下
忙
よ
る
。

我
が
国
の
総
再
生
産
率
は
、

六
〇

ミ
婦
人
の
生
育
率
が
割
り
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
の
出
生
率
の

と
自
然
増
加
率
の
回
升
は
も
っ
と
も
っ
と
大
幅
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

わ
た
り
、

人
口
の
増
加
を
有
数
忙
抑
制
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
、

え、

自
然
増
加
率
は
十
四
伽
以
上
で
あ
る
。

し
か
し
、

若
し
、

こ
こ
二
年
間
、

人
口
慣
性
の
影
智
で
、

こ
こ
数
年
忙

こ
の
出
生
率

あ
た
り
、

出
生
率
は
再
び
や
や
上
昇
し
て
お
り
、

今
出
生
率
は
二

O
協
を
こ

我
が
国
の
人
口
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
妬
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内
妬
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、

て、

短
期
間

八
億
の
農
民
を
抱
え
て
い
る
国
が
、

持

続

し

さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
我
々
は
強
迫
、

命
令
を
断
乎
と
し
て
反
対
す
る
。

る
こ
と
で
は
な
く
、

個
人
の
意
志
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、

放
任
し
、

勝
手
忙

りヽ

対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。

国
が
指
導
す
る
こ
と
は
強
迫
し
、

命

令

す

志
忙
よ
り
計
画
生
育
を
実
行
す
る
こ
と
は
根
本
的
忙
利
益
上
、

と
を
強
調
し
て
い
る
。

国
の
計
画
生
育
妬
対
す
る
指
導
と
大
衆
が
自
分
の
意

そ
の
為
、

我
々
は
大
衆
の
意
志
忙
よ
る
こ

お
い
て
、

計
画
生
育
を
実
行
す
る
こ
と
は
国
の
事
で
あ
り
、

又
、

人
民
自
身

策
を
実
行
す
る
こ
と
、

る
。
岡
政
府
は
人
材
、

大
衆
陀
対
し
、

中
国
計
画
生
育
二
作
の
方
法
と
経
験

我
が
国
の
計
画
生
育
計
画
二
作
が
こ
の
様
忙
顕
著
な
成
果
を
得
た
の
は
、

国
の
指
導
と
個
人
の
意
志
を
結
び
つ
け
る
。

る
事
業
は
皆
大
衆
自
身
の
事
業
で
あ
る
。

頼
る
こ
と
、

べ
る
の
で
あ
る
。

人
民
生
活
の
改
善
及
び
後
代
子
孫
の
幸
福
忙
関
連
す
る

物
質
、

即
ち
大
衆
路
線
の
エ
作
方
法
忙
よ
っ
て
の
み
、

国
の
指
導
と
は
、
田
正
し
く
計
画
生
育
、

切

人

口

計

画

を

通

し

て

全

国

の

人

口

発

展

を

指

導

す

財

源

面

で

計

画

生

育

二

作

を

保

証

す

る

。

い

宣
伝
教
育
を
し
、

忙
と
っ
て
切
実
な
事
で
も
あ
る
。

中
国
の
よ
う
忙
十
億
の
人
口
、

要

約

す

る

と

次

の

様

計
画
生
育
を

大
衆
を
信
じ
、

人
口
抑
制
の
政

一
致
し
て
お

大
衆
の
中
陀
深
く
根
を
お
ろ
し
て
計
画
生
育
二
作
を
展
開
し
、

広

範

な

大

衆

の

積

避
妊
技
術
の
指
導
を
行
な
う
。
我
が
国
忙

事
は
よ
く
は
こ

そ
れ
故
、

大
衆
忙

=: 

我
が
国
で
は
、

あ
ら
ゆ

実
行
す
る
こ
と
は
、

我
が
国
の
速
本
的
国
策
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。

重
大
な
戦
略
的
問
題
と
い
う
高
度
忙
位
置
づ
け
て
い
る
。

又
、

途
、

近
代
化
建
設
、

--: 
正
し
い
指
導
方
針
。
我
が
国
政
府
は
人
口
増
加
の
抑
制
を
国
家
の
前

忙
な
る
。

我
々
が
正
し
い
方
針
と
方
法
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四、

徐
々
忙
推
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

四
六
•
五
五
％
忙
上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ
は
我
が
国
の
一
人
っ
子
政
策
は
、
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て
の
比
較
計
算
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
は
活
き
た
実
例
か
ら
、

計

動
を
行
な
っ
て
い
る
。

即
ち
、
耕
地
、

食
糧
、

資
源
、

経
済
等
忙
つ
い

の
例
で
あ
る
、

我
々
は
広
範
忙
経
済
計
算
を
し
、

と
と
の
っ
た
中
学
校
で
人
口
理
論
教
育
の
授
業
を
開
設
す
る

又、

等
が
そ

そ
く
生
む
）
、

少
生

条
件
の

晩
育

（
お

我
々
は
色
々
な
方
途
と
方
式
忙
よ
り
、

宣
伝
教
育
を
行
な
っ
て
い
る
。

宣
伝
教
育
は
、

幸

II

、

多

子

多
我
が

た
だ
、

し
て
お
り
、

こ
の
”

――為

の
方
法
は
、

ま
‘
．＇ 

計
画
生
育
忙
お
い
て
”

こ

四、

II 分
類
指
導
を
行
な
う
。

情
匠
よ
り
、

タ
イ
プ
の
異
な
る
地
区
尻
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
要
求
を
出
し
、

き
る
も
の
で
あ
り
、

三
為
主

“
(
-
―
―
項
を
主
と
す
る
）

主
＂
の
具
体
的
な
内
容
は
、

~
~
 

ー

三
為
主

婚
前
検
査
や
結
婚
登
録
を
す
る
時
陀
‘

（
少
な
く
生
む
）
、

る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。

人
口
が
計
画
的
、

か
つ
一
定
の
比
例
を
保
っ
て
増
加
す

る
。
我
々
の
人
口
計
画
は
広
範
な
大
衆
的
基
礎
が
あ
る
為
、

実
際
陀
実
行
で

工
作
方
法
を
堅
持
す
る
。
我
々

“
の
二
作
方
法
を
実
行
し
て
い
る
。

国
家
の
指
導
と
個
人
の
意
志
を
結
合
す
る
と
い
う
原
則
を
反
映

計
画
生
育
二
作
を
更
忙
深
く
発
展
さ
せ
て
い
る
。

宣
伝
教
育
を
主
と
す
る
。
計
画
生
育
を
実
行
す
る
こ
と
は
、

生
育
の
無
政
府
状
態
を
計
画
的
な
生
育
忙
改
め
る
だ
け
で
な
く
、

男
尊
女
卑

II

、
II

国
人
民
の
間
忙
長
期
忙
渡
り
形
成
さ
れ
た
II

II

家
系
尊
重

II

等
の
古
い
出
産
観
念
を
改
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。

人
々
の
古
い
生
育
観
を
改
め
る
大
事
な
方
途
で
あ
る
。

新
婚
夫
婦
忙
晩
婚
、

優
生
教
育
を
す
る
。

比
べ
考
え
る
活

そ
し
て
人
口
抑
制
目
標
忙
つ
い
て
は
、

一
人
残
ら
ず
知
っ
て
い
る
よ
う
忙
す

異
な
っ
た
措
置
を
取
る
。

ミ

具
体
的
事

え、

計
画
生
育
を
実
行
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

自
分
個
人
の
利
益
の
関
係
を
正
し
く
考
え
、

喜
ん
で
国
の
呼
び
か
け
尻
こ
た

で
あ
る
。

実
践
は
、

宣
伝
教
育
を
す
れ
ば
、

我
が
国
の
人
民
は
国
の
利
益
と

極
的
な
支
持
と
大
衆
の
自
発
的
な
行
動
が
な
く
て
は
、

想
像
で
ぎ
な
い
こ
と
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術
指
導
と
手
術
陀
あ
た
っ
て
い
る
。

大
隊
で
は
、

” 
は
だ
し
の
医
師

ミ‘

t

“ヵ―
1n
ロ

公
社
の
病
院
忙
は
計
画
生
育
組
が
あ
る
。
以
上
の
施
設
は
、

計
画
生
育
の
技

る
。

県
以
上
の
総
合
病
院
忙
は
、

計
画
生
育
科
(
+
一
診
）

が
あ
り
、

人
民

研
究
所
が
あ
り
、

県
匠
よ
っ
て
は
計
画
生
育
技
術
指
導
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

指
導
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
技
術
忙
つ
い
て
は
、

国
忙
は
計
画
生
育
科
学

身
の
切
実
な
利
益
と
密
切
な
関
連
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

避
妊
を
主
と
す
る
。

る
。
女
性
の
健
康
陀
も
不
利
で
あ
る
。

を
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。

絶
え
ず
、

三
為
主

集
団
の
利
益
及
び
自
分
自

女
性
尻
大
き
な
苦
痛
を
あ
た
え

始
め
て
活
動
の
成
果
を
強
固

＂
二
作
方
法
が
実
施
さ
れ
る
保
証
で
あ
る
。

計
画
生
育
二
作
の
機
構
と
組
織
を
作
り
、

育
活
動
忙
従
事
し
て
お
り
、

健
全
忙
す
る
。

陀
は
計
画
生
育
宣
伝
員
が
い
る
。

忙
は
計
画
生
育
宣
伝
教
育
と
訓
練
セ
ソ
タ
ー
が
あ
り
、

県
忙
よ
っ
て
は
宣
伝

（
工
場
、

地
城
）

宣
伝
忙
お
い
て
は
、

国

生

産

大

隊

忙

は

計

画

生

育

隊

長

が

、

生

産

隊

以
上
忙
は
計
画
生
育
委
員
会
が
あ
り
、

人
民
公
社
陀
は
専
職
の
人
が
計
画
生

ま
‘，
 

中
央
か
ら
地
方
陀
各
級
の
計
画
生
育
指
導
機
構
を
設
立
し
て
い
る
。

県

五、

我
が
国
で

” りヽ

我
々
は
活
動
制
度
を
確
立
し
て
来
て
い
る
。

こ

れ

ら

の

制

度

は

常
化
す
る
尻
は
、

活
動
を
制
度
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
年
忙
わ
た

忙
し
、
絶
え
ま
な
く
新
た
な
発
展
を
と
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

活
動
を
日

深
く
、

細
か
い
仕
事
を
し
て
、

避
妊
の
方
法
を
決
定
す
る
。

伺

普

段

の

活

動

を

主

と

す

る

。

で
あ
る
。

計
画
生
育
活
動
も
常
陀
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常

Ire
、

人
々
の
結
婚
や
生
育
は
常
忙
起
る
こ
と

夫
婦
は
双
方
の
意
志
と
身
体
の
条
件
忙
よ
り

妊
措
置
を
取
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

即
ち
、

人
陀
よ
り
そ
の
措
置

す
る
為
で
あ
る
。
避
妊
の
方
法
と
し
て
は
、

我
々
は
元
来
総
合
的
な
避

制
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
の
は
、

婦
人
の
身
心
健
康
を
よ
り
良
く
保
護

我
々
が
避
妊
尻
よ
り
生
育
を
抑

(2) 

人
口
流
産
は
、

画
生
育
を
実
行
す
る
こ
と
は
国
家
の
利
益
、

-13-



あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
す
る
よ
う
忙
す
る
こ
と
。

匠
よ
り
、

計
画
生
育
活
動
を
あ
ら
ゆ
る
人
陀
知
ら
れ
、

大
衆
が
喜
ん
で

④

国

家

の

指

導

と

本

人

の

意

志

を

結

合

す

る

原

則

、

広
範
な
宣
伝
教
育

す
る
。

増
長
を
抑
制
す
る
こ
と
は
中
国
の
社
会
経
済
の
発
展
を
積
極
的
忙
促
進

ば
ヽ

反
対
匠
ス
ピ
ー
ド
タ
ウ
ン
さ
せ
る
。
今
の
中
国
の
条
件
で
、

人
口

あ
る
。

こ
の
問
題
は
、

社
会
と
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
の
で
な
け
れ

③

人

口

問

題

は

社

会

と

経

済

の

発

展

忙

、

し
て
い
る
。

画
的
忙
人
類
自
体
の
生
産
を
調
整
す
る
為
妬
客
観
的
な
条
件
を
創
造
し

社
会
主
義
社
会
で
は
、

計
画
的
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

生
産
資
材
の
社
会
主
義
公
有
制
は
計

極

め

て

重

要

な

問

題

で

② 

物
資
生
産
は
計
画
で
あ
る
。

人
口
の
発
展
も

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

即
ち
、

人
口
の
数
量
と
質
は
、

生
産
物
資
と
消
費
物
資
の
生
産
忙
適
応

①

物

資

の

生

産

は

、

人
類
自
身
の
生
産
と
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
が
国
人
口
政
策
の
理
論
と
方
法
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
忙
な
る
。

を
成
立
し
て
い
る
。

い
る
。

又、

計
画
生
育
二
作
忙
熱
心
な
各
界
の
人
々
忙
よ
り
計
画
生
育
協
会

作
り
、

無
料
で
群
衆
忙
お
の
お
の
が
必
要
な
避
妊
薬
品
と
器
具
を
提
供
し
て

具
を
提
供
す
る
為
、

我
が
国
で
は
比
較
的
完
備
な
避
妊
薬
供
給
ツ
ス
テ
ム
を

画
生
育
の
技
術
的
指
導
妬
あ
た
っ
て
い
る
。

い
ち
早
く
群
衆
妬
避
妊
薬
と
器
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•
中
国
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ー
確
立
に
尽
力
し
、

果
を
上
げ
た
。

・
外
国
の
医
療
関
係
者
と
人
口
、

病
気
の
予
防
・
治
療
に
効

医
療
、
衛
生
の
問
題
忙
つ
い
て
交
流
を
盛
ん
忙
し
た
。

•
避
妊
技
術
面
の
指
導
を
行
な
う
世
界
的
な
リ
ー
ダ
ー
。

の
制
定
忙
尽
力
。

•
毎
年
「
人
口
抑
制
、

人
口
の
質
の
向
上
」

の
為
、

調
査
を
行
な
い
人
口
政
策
と
計
画

普
及
を
指
導
。
上
海
の
人
口
抑
制
に
効
果
を
上
げ
る
。

・
＿
九
六

0
年
代
避
妊
手
術
、
同
薬
具
の
研
究
の
組
織
化
を
行
な
い
、

そ
の
応
用
と

「
人
口
問
題
に
関
す
る
主
な
活
躍
」

•
一
九
八
三
年
九
月
三

0
日

•
一
九
五
八
年

•
一
九
八
二
年
四
月

（
大
臣
）

•
一
九
六
四
年
1

一
九
八
二
年

（
大
臣
）

•
一
九
六
0
年
ー
＿
九
六
四
年

工
業
部
部
長

国
務
院
衛
生
部
部
長

国
家
計
画
生
育
委
員
会
主
任

第
一
回
国
連
人
口
賞
受
賞

（
大
臣
）

国
務
院
衛
生
部
副
部
長

（
次
官
）

•
一
九
五
0
年

帰
国
後

•
一
九
五
0
年

初

期

中
国
計
画
生
育
委
員
会
主
任
（
大
臣
）

中
国
国
務
院
術
生
部
顧
問
•
中
華
全
国
医
学
会
名
誉
会
長

中
国
紅
十
字
会
会
長

一
年
十
一
月
一
日

•
一
九
三

0
年
、

上
海
生
ま
れ

ソ
連
留
学
、

（
七
十
二
歳
）

医
学
教
育
・
医
療
活
動
忙
従
事

モ
ス
ク
ワ
第
一
病
院
に
て
研
修

九

「

経

歴

」

「

現

職

」

一
九
四

0
年
代

軍
事
医
学
科
学
院
院
長

上
海
同
済
大
学
忙
お
い
て
医
学
を
専
攻

銭

信

忠

大

臣

,--. 

略

歴

ヽ
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年
代
か
ら
、

全
国
的
陀
避
妊
薬
具
が
無
料
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ら
国
務
院
衛
生
部
副
部
長
、

医
療
関
係
者
、

そ
の
応
用
と
普
及
を
指
導
。

銭
の
指
導
の
も
と
で
、

こ

れ

は

上

海

市

の

人

口

抑

制

忙

大

き

専
門
家
陀
よ
る
避
妊
薬
具
の
研
究
を
組
織
し
、

画
出
産
な
ど
の
指
導
陀
あ
た
り
、

人
口
問
題
陀
大
ぎ
く
寄
与
し
て
ぎ
た
。
六

0

同
部
長
を
歴
任
。

ニ
四
年
来
、

国
民
保
健
、

銭

の

提

唱

忙

よ

り

上

海

で

は

当

時

六

0
余
万
人

が
避
妊
結
紫
手
術
を
う
け
た
と
い
う
。

な
役
割
を
は
た
し
た
。

計

一
病
院
で
研
修
、

帰
国
後
、

中

国

の

都

市

人

口

と

開

発

・

大

経

済

圏

構

想

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

一
九
八
三
年
九
月
三

0
日、

中

国

国

家

計

画

出

産

委

員

会

の

銭

信

忠

主

任

第
一
回
国
連
人
口
賞
の
授
賞
式
陀
の
ぞ
ん
だ
。

供
給
の
面
で
の
貢
献
と
、

人
口
自
然
増
加
率
を
一
九
七
〇

・
ニ
％
尻
下
げ
、

す
で
陀
三
月
、

平

均

寿

命

を

一

九

四

九

年
の
三
十
六
歳
か
ら
八
一
年
の
六
十
九
歳
忙
ま
で
引
ぎ
上
げ
た
功
績
陀
よ
る
。

16

一
九
八
二
年
五
月
、

中
華
全
国
医
学
会
名
誉
会
長
、

一
年
上
海
生
ま
れ
、

陳

慕

華

忙

か

わ

っ

て

国

家

計

画

出

産

委

中
国
紅
十
字
会
々
長
な
ど
の
要
戦
忙
あ
る
。

上
海
同
済
大
学
で
医
学
を
専
攻
、

代
忙
医
療
活
動
と
医
学
教
育
忙
た
ず
さ
わ
り
、

五

0
年

代

初

期

モ

ス

ク

ワ

第

軍
事
医
学
科
学
院
院
長
を
つ
と
め
、

五
八
年
か

一
九

ミ

四

0
年

員
会
主
任

（
大
臣
）

と
な
り
、

衛
生
部

（
日
本
で
い
え
ば
厚
生
省
）

顧
問
、

銭
信
忠
は
、

年
の
ニ
・
六
％
か
ら
八

0
年
の

具
・
薬
品
の
開
発
、

授
賞
埋
由
は
、

中

国

の

産

児

制

限

政

策

の

制

定

と

宣

伝

活

動

お

よ

び

避

妊

演
懇
談
会
が
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
十
月
十
五
日
陀
は
、

一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
帰
途
来
日
し
、

銭
と
の
講

の
ガ
ソ
ゾ
ー
首
相
と
と
も
陀
授
賞
決
定
が
報
道
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

X
‘
 

~
ー

イ

ソ

ト

ー、

は
じ
め
に

l

銭

信

忠

の

国

連

人

口

賞

授

賞

人
口
移
動
部
分
布
科

科

長

若

林

敬

子



鉱
山
、

へ
の
流
出
「
華
僑
」
—

i
~

現
在
、

十
八
世
紀
以
後
労
働
者
と
し
て
流
出
し
た
人
々
で
あ
る
。
切
華
北
か
ら
東
北

「
山
東
苦
か
」
ー
~
十
九
世
紀
忙
は
南
部
か
ら
の
入
植
者
が
増
大
し
た
が
、

沖
仲
荷
役
、

海

外

の

中

国

系

住

民

二

0
0
0
万

と

も

こ
れ
ら
の
人
々
の
祖
先
は
大
部
分

「
山
東
苦
力
」

と
蔑
称
さ
れ
、

農
業
な
ど
の
最
下
層
労
働
者
と
し
て
使
わ
れ
た
。
解
放

華
北
か
ら
流
出
す
る
農
民
た
ち
は
、

土
建
業
、

ヘ 三

0
0
0
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、

旧
中
国
で
は
、

農
村
か
ら
の
人
口
流
出
は
三
方
向
が
み
ら
れ
た
。

い
海
外

ミ
都
市
・
農
村
間
人
口
移
動

概
況
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

き
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
開
発
の
視
点
か
ら
、

問
題
の

贔
と
質
の
間
題
尻
焦
点
を
あ
て
た
が
、

本
号
で
は
以
下
、

最
近
新
ら
し
い
動

え
ら
れ
た

「
人
口
•
開
発
」

の
テ
ー
マ
の
主
と
し
て
前
者
、

つ
ま
り
人
口
の

か
十
三
億
か

I
中
国
出
産
力
標
本
調
査
結
果
の
意
味
」

の
小
論
で
は
、

与

本
機
関
誌
•
先
号
陀
て

「
中
国
人
口
は
、

今

世

紀

末

忙

は

た

し

て

十

二

億

ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
註

1
)

と
答
え
て
い
る
が
、

ま
さ
匠
中
国
の
計
画
出
産
忙
世
界
の
目
が
集

す
。

こ
の
栄

と
す
る
」

医
療
・
衛
生
方
針
を
積
極
的
忙
す
す
め
、

の
確
立
を
促
し
、

成
果
を
あ
げ
た
。

陀
出
席
し
、

第
一

中
国
の
初
級
健
康
保
険

病
気
の
予
防
•
治
療
匠
よ
る
人
口
の
質
の
向
上
妬
大
ぎ
な

ま
た
国
際
的
医
療
協
力
陀
も
力
を
つ
く
し
、

た
び
た
び
国
際
会
議

回
国
連
人
口
賞
を
授
賞
し
た
感
想
を
尋
ね
ら
れ
て

が
中
国
の
計
画
出
産
活
動
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
思
い
ま

こ
れ
陀
よ
っ
て
私
自
身
も
大
い
匠
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

誉
は
わ
が
党
・
政
府
お
よ
び
偉
大
な
人
民
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

交
流
を
待
っ
て
い
る
。

関
係
者
と
人
口
問
題
や
医
療
・
衛
生
問
題
忙
つ
い
て
、

「
医
師
と
し
て
人
々
の
健
康
を
守
る
義
務
が
あ
る
」

「
授
賞
は
、

、
、
、

と

し

し

国
連

「
予
防
を
主

外
国
の
医
療
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る
下
放
の
回
避
と
い
っ
た
社
会
現
象
を
も
生
ん
で
い
る
と
い
う
。

い
ず
れ
忙

い
う
民
の
抵
抗
は
、

何
と
か
都
市
忙
出
よ
う
、

農
村
忙
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
か
ら
の
が
れ
よ
う
と

「
戸
口
登
記
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。

き
は
、

都
市
労
働
部
門
の
採
用
証
明
書
、

ま
た
は
都

し
て
お
り
、

五
八
年
一
月
忙
は
、

「
公
民
が
都
市
忙
移
動
し
ょ
う
と
す
る
と

か
国
務
院
が
、

「
農
民
の
盲
目
的
都
市
流
入
防
止
忙
つ
い
て
の
指
示
」

を
だ

つ
ま
り
一
九
五
二
年
か
ら
毎
年
、

中
共
中
央

ま
た
、

そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
上
層
部
忙
深
刻
な
政
策

府
は
農
村
か
ら
の
流
出
圧
力
陀
抗
す
る
た
め
、

し
か
し
な
が
ら
総
体
と
し
て
の
流
れ
は
農
村
か
ら
の
流
出
匠
あ
り
、

新
政

最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
か

さ
せ
る
政
策
が
と
ら
れ
た
。

役
兵
士

（
国
民
党
軍
の
投
降
な
い
し
は
寝
返
り
兵
士
）

い
。
第
一
―
は
、

非
農
民
や
村
忙
居
住
し
て
い
な
け
れ
ば
配
分
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
下
の
二
つ
の
新
し
い
局
面
が
生
じ
た
。

そ
の
第
一
は
士
地

新
中
国
成
立
後
は
、

そ
れ
ま
で
の
農
村
か
ら
都
市
・
海
外
へ
の
一
方
的
流

中
国
で
は
、

こ
れ
が
最
も
一
般
的
で
人
数
も
多
か
っ
た
。

（
註

2
)

華
北
の
貧
困
層
を
惹
き
つ
け
る
経
済
的
背
景
忙
塞
本
的
な

変
化
は
な
か
っ
た
。
固
沿
岸
の
大
中
都
市
へ
農
村
か
ら
の
流
出
ー
—

i

自
然
災

害
と
資
本
主
義
の
浸
透
陀
よ
り
、

吹
ぎ
溜
り
、

ス
ラ
ム
を
形
成
、

出
忙
対
し
て
、

列
強
支
配
下
の
沿
岸
大
都
市
忙
は
貧
困
が

体
制
の
社
会
予
盾
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
。

改
革
で
あ
る
。
行
政
村
単
位
で
人
口
数
忙
応
じ
て
土
地
が
分
配
さ
れ
た
が
、

妬
渇
望
し
て
い
た
農
民
は
流
亡
す
る
度
合
を
そ
れ
だ
け
滅
ら
し
た
匠
違
い
な

政
策
陀
よ
る
辺
彊
入
植
で
あ
る
。

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

対
立
を
生
み
出
す
忙
至
っ
た
。

し
い
人
口
移
動
規
則
を
お
り
こ
ん
だ

た
め
忙
士
地

1
0
0
万
人
を
超
え
る
退

を
辺
弧
開
墾
陀
移
住

学
校
の
合
格
証
明
書
、

市
戸
口
登
記
機
関
の
転
入
許
可
証
明
書
を
提
示
し
て
常
住
地
の
戸
口
登
記
機

関
妬
転
出
手
続
ぎ
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
第
十
条
）

偽
装
結
婚
尻
よ
る
都
市
へ
の
流
入
や
、

と
い
う
厳

偽
装
離
婚
匠
よ

北
地
方
妬
あ
り
、

後
、

こ
の
人
口
流
出
は
減
少
し
た
が
、

旧

五

0
年
代
の
経
済
建
設
の
中
心
は
東
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入
学
試
験
匠
よ
る
選
択
方
法
を
回
復
さ
せ
た
こ
と
も
加
わ
り
、

文
革
が
終
息
し
、

下
放
政
策
の
転
換
、

と
い
わ
れ
る
。

（
註
3
)

で
を
含
め
た
―

0
年
間
忙
‘

下
放
青
年
達

七
七
年
か
ら
大
学
・
専
門
学
校
の

全
国
下
放
青
年
は
約
一
七

0
0
万
人
尻
達
し
た

一
六

0
0
余
万
人
の
知
識
青
年
の
農
村
へ
の
下
放
が
行
な
わ
れ
、

七
六
年
ま

六
六

I
七
一
年
の
文
革
期
匠
、

値
と
な
っ
た
。

こ
の
政
策
の
大
転
換
、

大
後
退
忙
よ
り
、

増
大
し
た
都
市
人
口
分

数

百

万

の

幹

部

と

知

識

分

子

、

お
よ
び

す
る
。

人
口
は
微
増
す
る
が
急
増
す
る
こ
と
が
な
く
、

六
六
年
の
文
革
期
ま
で
推
移

三

0
0
0
万
人
を
農
村
忙
強
制
帰
還
さ
せ
る
政
策
が
と
ら
れ
た
。

以
後
都
市

揚
げ
た
。

年
七
月
忙
は
ソ
ビ
エ
ト
が
経
済
技
術
協
定
を
一
切
破
棄
し
、

中
国
か
ら
引
き

、ゞ、カ

こ
の
政
策
は
―
―
―
年
を
経
ず
し
て
間
も
な
く
挫
折
し
、

六

O

設
の
た
め
、

ヘ
労
働
力
流
入
し
た
。

六
0
年
の
都
市
人
口
比
は
一
九
•
八
％
と
歴
代
最
高

労
働
需
要
を
引
ぎ
起
こ
し
、

三
年
間
忙
三

0
0
0
万
人
が
都
市

一
九
五
八

I
六

0
年
の
大
躍
進
期
忙
は
、

措
置
等
々
が
と
ら
れ
る
が
、

忙
も
か
か
わ
ら
ず
流
入
は
防
ぎ
き
れ
な
か
っ
た

な
¥,、
ヽ

都
市
で
の
戸
籍
を
与
え
な
い
、

ま‘
.
1
 

大
体
年
間
五

0
1
六
〇
余
万
人
忙
及
ん
だ
。
都
市
流
入
防
止
の
た
め
、

約
二

0
0
万
人
）

強
ま
っ
た
。
逆
忙
農
村
へ
帰
省
さ
せ
た
り
、

の
で
あ
る
。

辺
弧
へ
開
墾
移
住
さ
せ
る
人
数

従
っ
て
食
糧
•
衣
料
な
ど
の
配
給
券
を
与
え

地
方
の
駅
で
目
的
が
明
確
で
な
い
者
忙
は
切
符
を
売
ら
な
い
と
い
う

大
衆
路
線
方
式
忙
よ
る
経
済
建

五
六
年
か
ら
は
合
作
社
化
が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
だ
け
農
村
で
の
移
住
規
制
が

が
都
市
へ
流
入
し
て
い
る
。

五
四
、

五
五
年
が
ピ
ー
ク
で
、

次
五
ケ
年
計
画
終
了
年
の
五
七
年
ま
で
の
九
年
間
匠
一
六
六
五
万
人

（
年
間

中
国
の
都
市
人
口
は
、

一
九
四
九
年
忙
一

0
•

六
％
で
あ
っ
た
が
、

第

人
口
の
膨
脹
防
止
忙
大
ぎ
＜
寄
与
し
て
ぎ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

せ
よ
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
戸
籍
管
埋
・
移
動
規
制
が
、

中
国
陀
お
け
る
都
市
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八
―
一
年
忙
発
表
さ
れ
た
市
町
の
人
口
数
は
一
年
以
上
、

市

町

で

生

活

し

た

農

（
国
家
か
ら
穀
物
供
給
を
う
け
て
い
る
人
口
）

の
み
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、

法
の
相
違
。

八
一
年
末
現
在
の
市
町
の
人
口
数
は
、

市

町

の

非

農

業

人

口

町
人
口
の
変
動
陀
つ
い
て
」

で、

以
下
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。

「

m統
計

こ
の
原
因
妬
つ
い
て
，
北
京
周
報
L

八
三
年
二
月
十
五
日
七
号
は
、

「
市

万
人
）

と
比
べ
、

六
八

0
0
万
人
の
差
が
生
じ
て
い
る
。

万
人
で
、

で
問
題
な
の
は
、

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

む
し
ろ
真
の
意
味
で
の
農
村
過
剰
人
口
は
、

ら
れ
た
生
産
責
任
制
の
急
速
な
普
及
忙
伴
っ
て
、

す
る
制
度
を
八
三
年
二
月
忙
は
九
八
・
―
―
-
％
が
採
用
し
て
い
る
。

っ
て
農
村
過
剰
労
働
力
を
農
村
で
吸
収
す
る
力
は
急
速
尻
衰
え
つ
つ
あ
り
、

約
三
分
の

入
し
た
こ
と
忙
な
る
。

果
と
の
間
忙
五
・

八
二
年
一
号
一

四
頁
）

私
的
家
族
経
営
部
分
を
拡
大

八
一
年
十
二
月
と
八
二
年
七
月
一

九
一
の
都
市
数
、
一
億
三
八

0
0
万
人

日
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
結

一
笏
も
の
差
が
あ
る
点
で
あ
る
。
セ
ン
サ
ス
は
二
億
六

0
0

（八

0
年
は
一
億
―
―
―
四

0
0

さ
て
、

表

1
は
一
九
七
八
年
か
ら
の
都
市
人
口
比
の
推
移
で
あ
る
。

こ
こ

三
都

市

人

口

得
な
い
。

過
剰
労
働
力
な
の
か
否
か
」

と
の
指
摘
は
、

あ
た
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

い
る
と
す
れ
ば
、

「
こ
の
人
々
は
生
産
責
任
制
忙
よ
っ
て
は
じ
き
出
さ
れ
た

下
放
青
年
は
す
で
尻
出
る
べ
ぎ
人
は
出
て
し
ま
っ
て

(
『
北
京
周
報
し

と
す
れ
ば
、

一
三

0
0
万
人
が
流

八
0
•

八
一
年
の
二
年
間
で
大
中
都
市
の
人
口
増
は
、

-
％
匠
及
ぶ

一
忙
お
よ
ぶ
と
も
い
わ
れ
る
。

農
村
の
過
剰
労
働
力
数
は
現
在
一
億
人
と
も
、

あ
る
い
は
徐
雪
寒
忙
よ
れ
ば

こ
れ
忙
よ

ぅ゚

こ
の
集
団
経
営
部
分
を
大
幅
忙
縮
小
し
、

今
後
忙
顕
在
化
し
て
い
こ

だ
が
、

七
九
年
か
ら
は
じ
め

職
も
な
い
都
市
の
待
業
青
年
間
題
は
、

大
き
な
社
会
間
題
と
な
っ
た
こ
と
は

が
大
挙
し
て
都
市
匠
舞
い
戻
っ
て
ぎ
た
。

無
断
舞
い
戻
り
尻
よ
り
、

戸
籍
も
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（
註
4
)

も
の
で
あ
る
。

発
展
お
よ
び
農
産
物
の
集
散
地
、

の
小
規
模
な
町
の
重
要
性
を
み
な
お
そ
う
と
い
う
の
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

工
業
製
品
の
農
村
へ
の
販
売
拠
点
と
し
て

二

0
0
万
人
以
上
の
市
は
十
五
を
数
え
る
が
、

中
小
都
市
の

な
お
、

表
2

は
大
都
市
の
総
人
口
•
城
市
人
口
、

そ
の
各
面
積
を
示
し
た

討
を
今
後
し
て
い
ぎ
た
い
。

（
近
く
詳
細
な
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
）

し
た
主
っ
て
い
た
人
口
か
否
か
、

定
義
上
の
整
埋
と
あ
わ
せ
て
、

厳
密
な
検

こ
こ
で
い
う
第

の
埋
由
が
主
で
あ
る
と
は
い
え
、

ひ
そ
か
忙
都
市
流
入

化
し
た
。

l_  

調
査
は
八
一
年
末
か
ら
半
年
た
っ
て
お
り
、

岡
一
九
八
二
年
の
人
口

人
口
が
自
然
的
、

機
械
的
忙
変

八
二
年
の
人
口
調
査
時
忙
は
、

七
市
増
え
て
い
る
。

業
人
口
も
含
ま
れ
た
。

切
市
町
数
の
増
加
。

例
え
ば
八
一
年
の
統
計
で
は
市
の
数
は
二
二
九
で
あ
り
、

表 1 1 9 7 8年以後の都市人口比

これが主な原因である。

年 次 都市人口比 （伶）

1 9 7 8 ① 1 2. 5 

l 9 7 9 R 1 3. 2 

1 9 8 l. 1 2① l 4. 9 

I 9 8 2. 7. I@ 2 0. 0 

①

②

 

③ 

『中国統計年鑑 19 8 l』、 89ページ。

陳玉光等論文、（馬洪、孫尚清鵜『中

国経済結構問題研究』下、 1 9 8 1年、

5 0 1ページ。

了中国第三次人口普査的主要数字』中

国統計出版社、 1 9 8 2年、 l 4• 1 5 

ページ。

（門，版;i;:','門：、鑑'.'."年;;::  :、
： :';~::: つ、て8しlる。'""'、"'年）
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表 2 大都市の総人口・ 市区人口• 面積 (1 9 8 1年末）

人 ロ （万人） 面 積 （届）

全 市 （市区） 全 市 （市区）
城市人口 （万人）

1. 上 海 1,162.8 (6 1 3.4) 6,186 （ 2 2 3) 6 0 8.6 

2. 北 凩 9 0 1.9 (543.0) I 6,8 0 7 (2, 7 0 I) 4 6 6.5 

3, 天 津 7 6 2.8 (502.3) I 1,305 (4, 2 7 6) 3 8 2, 9 

1. 重 慶 6 4 3.4 (2 5 9. 7) 9,8 4 8 (1, 5 2 1) 1 9 0.0 

5, 長 春 5 6 8.9 (1 6 9. 6) I 8,8 8 I (!, I I 6) 1 :l 0.9 

6. 広 州 5 5 3. 7 (3 0 7. 7) 1 1, 7 5 7 (1,3 4 5) 2 3 3.8 

7. 藩 陽 5 0 2.9 (3 9 1.8) 8,5 1 5 (3,4 9 5) 2 9 3. 7 

8. 大 連 4 6 4.5 (1 ,j 5. 2) I 2,5 7 ,1 (1,0 0 3) 1 2 0.8 

9. 武 漢 4 1 0.1 (315.7) 4,480 (1,5 5 7) 2 6 6.2 

10. 成 都 3 9 5. 7 (2,12.8) 3,861 (1,4 4 7) 1 3 7.6 

11. 南 京 3 6 8.0 (208.7) 4, 7 1 8 （ 8 6 7) 1 7 0.2 

12. 西 安 2 8 8.0 (2 1 4.5) 2,4 4 I （ 8 6 I) I 5 8.0 

13. ，，、ルビン 2 4 6.0 (2 4 6.0) 1, 6 3 7 (1, 6 :l 7) 2 0 9.4 

14. 蘭 州 2 3 3.0 (1 3 8.1) 1 4,4 1 4 (2, l 2 2) 1 0 7.5 

15. 太 原 2 1 4.9 (170.2) 6,988 (3,0•14) 1 2 3,9 

『中国統計年鑑.J1 9 8 1、P27-86より、城市は市区人口から農業人口を含まない人口。

なお、重嬰市は 83年 4月、四川省永川地区忙所属する 8県の網入忙より人口 1,365万人、面積22,3 4 0 

届尻なり、上海市をぬいて最大都市となった。経済圏構想の準備段階といえよう。城市人口でいうと、撫頴

1 1 6. 3万人、青島 11 5. 3万人、済南 12 9万人がこれら忙次いでいる。
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表 5 ー級行政区別の一人当たりエ農業生産額

(198 1年度）

地 区
1農業生産総額 年間乎均人11 一人当たり
（洋位：億元） （単位：万人） （単位： 元）

全国の総計 7,490 98,939 7 5 7 
① 上 海 642 ],] 5 5 5,558 
R 犬 津 218 757 2,880 
R 北 凩 235 894 2,629 
R 遼

魯一 535 3,51 I 1,524 
⑤ 江 蘇 674 5,974 1.128 
⑥ 黒竜江 341 3,222 1,058 
⑦ 吉 林 I 91 2,221 860 
⑥ 浙 江 3 31 3,849 860 
⑨ 湖 北 360 4,7 I 2 764 
⑲ 山 東 543 7,346 739 
⑪ 山 西 172 2,493 690 
⑫ 河 北 3 :12 5,212 637 
⑬ 広 東 370 5,832 634 
⑭ 新 温 75 1,293 580 
⑮ 湖 南 307 5,321 577 
⑯ 福 建 I 4 0 2,538 552 
⑰ 映 西 1 5 5 2,848 544 
⑱ 内索古 102 1,890 540 
⑲ 甘 粛 102 1,930 528 
⑳ 寧 夏 20 379 528 
＠青 海 20 380 526 
⑫ 江 西 168 3,287 5 1 I 
＠河 南 368 7,3•! 2 501 
⑭ 安 徴 246 4,925 499 
＠四 JI! 467 9,872 473 
⑯ 広 西 154 3,576 4 3 I 
＠雲 南 130 3,198 407 
⑱ 西 蔵 7.4 186 398 
⑬ 貴 州 85 2,802 303 
⑳ 台 湾

注）エ農業生産総額は 1980年価格を基準Iて計算。
？北京周報C 1982年8月17fl バ63:l

幹
都
市
経
済
圏
構
想
が
着
手
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

中

央

官

庁

や

地

方

政

府

と

こ

ろ

で

今

年

（
八
―
―
―
年
）

忙
入
っ
て
か
ら
、

ん

だ

技

術

と

管

理

の

方

法

の

奥

の

辺

境

地

区

へ

す
で
忙
五

0
年

社

会

主

義

国

中

国

匠

お
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表
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大

都

市

を

中

核

と

し

た

基

い

て

さ

え

容

易

な

こ

と

で

は

な

い

こ

と

が

察

知

で

き

よ

う

゜

代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

だ
が
そ
の
東
西
対
話
は
、 の
導
入
は
、

全
国
の

％
強
、

三

0
三
元
陀
し
か
な
ら
な
い
。

今

日

の

中

国

を

七
・
―
―
―
倍
、

全
国
の
八
•
六
％
を
占
め
、

最

低

の

貴

州

は

上

海

の

一

七

分

の

上
海
の
一
人
当
た
り
エ
農
業
生
産
額
は
五
五
五
八
元
陀
達
し
、

業

生

産

総

額

忙

か

な

り

の

差

が

存

在

す

る

と

い

う

事

実

で

あ

る

。

八
一
年
の

す
べ
ぎ
は
、

人
口
分
布
の
不
均
衡
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

「
人
口
•
開
発
」

人

当

た

り

エ

農

全

国

平

均

の

東

部

沿

岸

地

区

の

進

の
祝
点
か
ら
み
よ
う
と
し
た
時
、

四
‘

地

域

格

差

と

基

幹

都

市

経

済

圏

構

想

重

視
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図 1 上海経済圏の範囲

『国際貿易』 1983年4月26日

の
人
口
六
四

0
万
人
、

面
積
九
八
四
八
乎
方
キ
ロ
だ
っ
た
の
が
、

四
川
省
永

な
り
ゆ
含
は
、

重
慶
市
は
八
三
年
四
月
、

従
来

五
千
万
人
）

で
あ
り
、

最
優
先
事
業
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の

重
慶
を
中
心
と
し
た
四
川
南
部
・
貴
州
・
雲
南
経
済
圏

広
州
を
中
心
と
し
た
広
東
経
済
圏

藩
陽
•
長
春
・

こ
れ
ら
の
中
で
、

・
ニ
九
県
、

江
蘇
省
四
市
・

今
後
の
注
目
対
象
で
あ
る
。

（
上
海
市
、

浙
江
省
五
市

面
積
八
•
四
万
乎
方
キ
ロ
、

川
地
区
忙
所
属
す
る
八
県
の
編
入
忙
よ
っ
て
一
―
―
―
六
五
万
人
、
面
積
―
―
二
三
四
〇

一
八
県
、

人
口
約

上
海
経
済
圏
の
範
囲
は
図

1

(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

ハ
ル
ピ
ソ
を
中
心
と
し
た
東
北
三
省
経
済
圏

蘭
州
・
西
安
を
中
心
と
し
た
映
西
・
甘
粛
経
済
圏

武
慶
を
中
心
と
し
た
河
南
•
湖
北
•
湖
南
経
済
圏

北
京
・
天
津
・
唐
山
を
中
心
と
し
た
河
北
経
済
圏

上
海
を
中
心
と
し
た
浙
江
•
安
徽
•
江
蘇
経
済
圏

く
の
だ
が
、

そ
の
中
核
を
大
都
市
の
既
存
企
業
胚
お
く
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

る
。

そ
の
上
で
総
公
司
方
式
と
株
式
参
与
方
式
で
系
列
会
社
を
つ
く
っ
て
い

の
行
政
的
監
督
、

管
埋
権
が
弱
め
ら
れ
、

大
幅
な
経
済
自
主
権
を
与
え
ら
れ
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付

国
務
院
の
中
忙
上
海
経
済
区
の
弁
公
室
が
八
三
年
一
月
忙
発
足
、

深
珊
．

ま
た
経
済
圏
構
想
忙
つ
い
て
も
、

そ

の

後

都

市

人

口

忙

つ

い

て

は

八

二

年

末

が

記
『
北
京
周
報
し

4~ 

町
の
重
要
性
を
語
る
」

よ
り
、

題

』

現

代

の

エ

ス

プ

リ

＿

九

0
号
、

月
、

平
方
キ
ロ
と
拡
大
し
、

こ
の
よ
う
忙

忠
主
任
忙
開
く
」

勝
編
『
第
三
世
界
の
人
口
移
動
と
都
市
化
し

一
九
八
三
年
一
月
を
大
幅
匠
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

陳

玉

光

・

張

沢

厚

「
調
整
人
口
結
構
、

尚

清

主

編

？

中

国

経

済

結

構

問

題

研

究

止

人

民

出

版

社

五

0
0
1
五
〇
三
頁

「
費
孝
通
教
授
、

八
三
年
十
月
七
日
脱
稿
、

『
中
国
統
計
年
鑑
し

（
若
林
敬
子
編
集
・
解
説
『
中
国
の
人
口
間

3
 

馬
洪
•
孫

2
 

？
中
国
画
報
し

小
島
腕
逸
「
中
国

i

都
市
の
魅
力
と
葛
藤
」
柴
田
徳
衛
•
加
納
弘

八
三
年
六
月

ー

「
中
国
の
人
口
抑
制
忙
つ
い
て

1

国

家

計

画

生

育

委

員

会

の

銭

信

る
。
ま

さ

忙

中

国

社

会

主

義

下

の

も

と

忙

お

け

る

体
制
の
変
革
の
動
き
忙
対
し
て
も
、

世
界
的
注
目
が
あ
っ
ま
り
つ
つ
あ
る
。

「
一
人
っ
子
政
策
」

人

民

公

社

の

政

社

分

離

の

動

の
ゆ
く
え
の
み
な
ら
ず
、

八
三
年
五
月
三
十
一

日

八
三
年
版
忙
よ
り
、

「
人
口
•
開
発
」

こ
の
合
併

中

国

の

経

済

の
問
題
で
あ

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

促
進
経
済
発
展
」

二

0
七
貞
参
照
）

二
二
号
参
照

八
一
年
十
二

[
，
人
民
日
報
し

榎
門
経
済
特
別
区
の
実
態
忙
つ
い
て
も
次
第
忙
明
ら
か
忙
な
り
つ
つ
あ
る
。

向
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

の
ほ
ど
国
務
院
が
正
式
忙
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
‘
ヽ

経
済
体
制
改
革
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
の
を
、

上
海
市
を
ぬ
い
て
最
大
都
市
と
な
っ
た
。

こ
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「左からアプドーラ・マレーシア政府国務大臣

（人口問臆担当）とラーマ・マレーシア国会議員

（同）筆者、遠藤APDA職員＝マレーシア国会

議事堂内応接間で」

こ
の
こ
と
は
、

マ

ハ
デ

感
し
た
。

、ゞ、カ

他
の

A
S
E
A
N
諸
国
と
は
大
い
陀
趣
き
を
異
忙
し
て
い
る
こ
と
を
痛

も
そ
れ
な
ど
高
く
な
い
マ
レ
ー
ジ
ア
で
は
、

口
密
度
が
低
く
、

（
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
四
十
二
人
）

〔
マ
レ
ー
シ
ア

1
1

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
〗

最
も
人

日
本
殻
類
フ
レ
ー
ク
協
会
・
専
務
埋
事

労
働
力
確
保
の
た
め
、

人
口
を
ふ
や
そ
う
|
ー
ー
と
マ
首
相

A
S
E
A
N
の
中
で
、人
口
増
加
率

人
口
問
題
忙
対
す
る
取
組
み
方

昨
年
九
月
の
与
党
国
民
戦
線
の
党
大
会
の
席
上
、

広

瀬

次

雄

A
S
E
A
N
三
カ
国
を
駆
け
足
訪
問
し
て
（
下
）
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、ゞ、

る
カ

G

N

P
で
は
す
で
忙
韓
国
よ
り
高
い
数
字
が
出
て
い
る
。

を
合
言
葉
忙
、

先
進
国
の
日
本
と
、

中

進

工

業

国

の

韓

国

を

目

標

忙

し

て

い

G

N

P
は
二
千
ト
ル
を
オ
ー
、
、
ハ
ー
し
た
と
い
わ
れ
る
。
”

L

O

O

K

E

A

S

T

 

冒
頭
で
も

G

N

P
の
伸
び
忙
つ
い
て
触
れ
た
が
、

い
ま
同
国
の

一
人
当
り

国
内
市
場
も
そ
れ
な
り
忙
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

と
が
な
か
っ
た
、

と
い
わ
れ
る
。

ま
し
て
工
業
化
を
志
向
す
る
と
な
れ
ば
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

か
っ
て
こ
の
国
の
歴
史
で
は
11

飢
餓

う
こ

ヽ

II

と
し

が

一
人
と
い
う
人
は
少
な
く
、

大

家

族

で

も

養

っ

て

い

け

る

＂
と
い
う
話
を

が
ザ
ラ
で
、

決
し
て
珍
ら
し
く
な
い
。
”

イ
ン
ド
、

マ
レ
ー
人
忙
は
奥
さ
ん

透
し
て
い
る
せ
い
か
、

子
供
の
数
が
七
、

八

人

か

ら

十

人

以

上

と

い

う

夫

婦

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

事
実
、
,, 

子
供
は
労
働
力

II

と

い

う

考

え

方

が

浸

の
他
の
国
々
と
違
っ
て
人
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
な
わ
れ
た
、

と
い
う
こ
と

こ
の
よ
う
な
政
府
の
態
度
を
反
映
し
て
か
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は

A
S
E
A
N

の
態
度
だ
。

口
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

人
口
抑
制
は
し
な
い
ー
~
と
い
う
の
が
同
国
政
府

っ
た
政
府
の
意
気
込
み
が
充
分
感
じ
ら
れ
、

そ

の

た

め

忙

は

あ

る

程

度

の

人

と
く
忙
工
業
発
展
の
た
め
化
は
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
、

ヽ

と
し

済
発
展
を
し
て
い
る
。

鉱
業
、

製

造

業

で

は

石

油

、

錫

な

ど

を

中

心

と

し

て

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

経

率
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

農
業
、

林
業
で
は
コ
ム
、

ハ
ー
ム
油
、

木
材
な
ど
、

い
で
豊
か
で
あ
る
。

G

N

P
で
は
、

一
九
九
0
年
ま
で
忙
八
•
八
％
の
成
長

マ
レ
ー
ジ
ア
は
経
済
的
匠
み
て
、

A
S
E
A
N
で

は

シ

ン

ガ

ボ

ー

ル

妬

次

た
こ
と
忙
同
国
の
人
口
政
策
が
単
的
忙
表
徴
さ
れ
て
い
る
。

万
人
忙
ま
で
ふ
や
し
て
も
、

国
力
と
し
て
養
っ
て
い
け
る
」

I

と
発
言
し

や
そ
う
。

現
在
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
は

―
四

0
0
万
人
だ
が
、

七

0
0
0
 

ー
レ
．
J
 

ィ

モ

ハ
メ
ッ
ド
首
相
が

「
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
妬
も
人
口
を
ふ
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っ
て
い
る
。

ス、

錫
な
ど
忙
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、

輸

出

は

ほ

と

ん

ど

が

鉱

業

部

門

忙

頼

イ
ソ
ト
ネ
ジ
ア
の
経
済
は
、

ゴ
ム
、

ヽ

コ
ー
ヒ
ー

木
材
、

石
油
、

天
然
ガ

散
す
る
か
が
大
ぎ
な
政
策
課
題
で
あ
る
。

口
抑
制
と
同
時
忙
、

ネ
ツ
ア
で
は
、

人
口
が
ジ
ャ
ワ
島
忙
極
端
忙
集
中
し
て
い
る
現
状
か
ら
、

人

面
積
で
は
日
本
の
五
倍
、

人

口

も

日

本

よ

り

三

七

0
0
万
人
多
い
。

イ
ン
ド

面
積
二

0
0
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
国
で
あ
り
、

て
い
る
ほ
ど
だ
が
、

面
積
と
人
口
か
ら
み
る
と
、

イ

ン

ド

ネ

ツ

ア

の

人

口

は

る
。
と
開
か
さ
れ
た
。

政
府
が
ビ
ル
忙
―

0
0
％
の
財
政
援
助
を
し
て
お
り
、

ス

現
地
で
は
、

イ

ン

ト

ネ

ツ

ア

の

家

族

計

画

は

世

界

の

先

端

を

行

く

も

の

だ

取
組
み
方
が
際
立
っ
た
違
い
を
み
せ
て
い
た
。

ゞ

ム
国
家
て
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ト
ネ
ツ
ア
で
は
、

〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

11
ジ
ャ
カ
ル
タ
[
]

人

口

抑

制

を

国

の

一

大

事

業

に

雑
で
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同

国

の

未

来

は

極

め

て

複

％
）
 

と
い
う
複
雑
な
人
種
構
成
だ
。

と
り
わ
け
、

影
落
と
す
、

複

雑

な

人

種

構

成

ぎ
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
だ
。

レ
ー
人
で
土
着
人

（
五
五
％
）

経
済
優
位
の
中
国
人
と
の
対
立
を
考
え
る
と
ぎ
、

波
乱
含
み
で
あ
る
、

ハ

ル

ト

政

権

は

人

口

抑

制

の

た

め

の

避

妊

を

国

家

の

一

大

事

業

忙

据

え

て

い

ハ
ー
バ
ー
ト
大
学
の
調
査
で
も
「

B
K
K
B
N
」

一
億
五
五

0
0
万
人
、

貧

富

の

格

差

が

極

め

て

大

(
-
―
―
五
％
）
政

治

優

位

の

マ

レ

1
人
と
、

A
S
E
A
N
で

の

二

つ

の

イ

ス

ラ

人

口

問

題

忙

対

す

る

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
し

人

口

過

密

の

ジ

ャ

ワ

島

の

人

口

を

ど

の

よ

う

忙

し

て

分

ヽ

中
国
人

ヽ

イ
ン
ド
人

(
1
0
 

そ
し
て
、

何
よ
り
も
見
落
せ
な
い
の
は
、

マ

も
う

つ
は
、

私
財
何
十
億
と
い
う
人
も
お
り
、

加
し
て
い
っ
た
場
合
、

米
の
自
給
自
足
が
不
可
能
忙
な
る
、

と
い
う
こ
と
。

こ
の
マ
レ
ー
ジ
ア
で
気
忙
な
る
こ
と
は
、

こ

れ

か

ら

人

口

が

ど

ん

ど

ん

増
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め
ま
す
。

こ
れ
は
、

研
究
、

家
族
計

人
口
環
境
省
が
で
ぎ
ま
し
た
が
、

引
続
ぎ

B
K
K
B
N
が

窓

口

と

な

っ

て

努

人
口
分
野
忙
お
け
る
日
本
の
協
力
窓
口
は
、

を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、

両
国
の
こ
の
分
野
忙
お
け
る
一
層
の

図
っ
て
い
ま
す
。

避
妊
具
、

薬
品
の
サ
ー
ビ
ス
忙
対
し
て
も
、

ク
リ

ッ
ク

て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
国
内
で
は

B
K
K
B
N
が
、

メ

デ

ィ

ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
協
力
が
得
ら
れ
た
の
で
、

日
本
の
経
験
も
大
い
忙
学
ん
で
い
ま
す
。

最
近
、

一
方
、

日
本
も

B
K
K
B
N
忙
対
し
て
多
大
な
協
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

資

長
い
間
、

人
口
問
題
の
解
決
忙
取
組
ん
で
い
ま
す
。

い
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

ス
ワ
ル
シ
ョ
ノ
保
健
相
は
「
イ
ン
ト
ネ
シ
ア
は

I

B
K
K
B
N
の
サ
ル
ナ
ン
ト
副
議
長
、

ヽ

レ

ヨ

ノ

・

ノ

J

ス
ョ
ノ
局
長
ら
と
お
会

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
政
府
の
ス
ワ
ル
ジ
ョ

ノ
保
健
大
臣
、

A
P
D
A

の
協
力
に
期
待
—
—
ス
保
健
相

こ
‘t
 
と
い
う
話
も
現
地
で
聞
い
た
。

、

、

。

し

V
カ

ネ
ズ
ミ
‘

（
国
内
総
生
産
）

マ
レ
ー
シ
ア
の
五
分
の

天
然
ガ
ス
の
恩
恵
で
、

深
刻
な
食
糧
不
足

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、

こ
と
だ
。

ど
の
よ
う
忙
し
て
米
を
輸
送
し
て

虫
な
ど
忙
米
を
食
べ
ら
れ
て
、

A
S
E
A
N
の
中
で
、

金
的
忙
も
そ
う
で
す
し
、

•
プ
ロ
ク
ラ
ミ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
活
用
で
、

協
力
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

人
口
の
出
生
、

多
く
の
餓
死
者
を
出
し

益
々
人
口
問
題
忙
対
し

国

内

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

推

進

を

死
亡
忙
対
す
る
調
査
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
島
へ
、

不
足
が
ひ
ど
く
、

年
間
三

0
0
万
ト
ン
の
米
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

最
も
深
刻
な
の
は
、

農
業
の
立
ち
遅
れ
か
ら
、

食
糧

れ、

A
S
E
A
N
で
は
第
三
位
だ
。

石
油
、

一
九
九

0
年

ま

で

忙

七

％

の

上

昇

が

見

込

ま

農
業
と
、

製
造
業
の
未
発
達
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

G

N

P
の
伸
び
率
は
、

の
十
分
の

-: 

一
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

こ
れ
ら
は

高
い
が
、

個
人
所
得
で
は
三
百
―
―
―
十
億
ト
ル
で
、

最
下
位
。

G

D

P

 

で
は
、

ツ
ン
ガ
ホ
ー
ル

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
が

A
S
E
A
N
で

一
番
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ら
れ
た
。

よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
」

と
語
っ
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
人
口
政
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
の
で

な
う
か
ら
で
す
。

画、

栄
養
、

予
防
接
種
等
々
、

日
本
の
財
団
法
人

II

の
ご
理
解
も
得
て
、

こ
の
会
見
で
も
、

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

I
I
(
A
P
D
A
)

人

口

問

題

と

取

組

む

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

政

府

の

熱

意

と

A
P
D
A
忙
寄
せ
る

A
S
E
A
N
各

国

の

期

待

が

大

き

い

こ

と

を

感

じ

さ

せ

保
健
省
と
の
協
力
の
下
で

B
K
K
B
N
が
行

「再任後初の表敬訪問、右から筆者、スワルジョ

ノ・インドネシア保健大臣、藤井• 在インドネシア

日本大使館ー等書記官、 BKKBN ハルヨノ局長

= BKKBNで」
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ヽ
曽信を米 ‘院 計名オ佐活
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び夫 政会セ 根前 ＾裁 監田 教 長局
忙元 策談フ 山出 8 来 事中 育 と長
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~ 月

＄ 10 

s 日

銭 ＄ 

10 ／ 14 

信 s 
忠 ＄ 
大 ＄ 

於ら 田 臣 £ 佐於運→
．． と中 訪 ＄ 藤.. 営人
朝龍 日 ＄ 隆 委口

ホ食夫 ＄ A バ員 と
テ会理
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£ F ン会開

Jレ 事 £ p コ 開発
二 長 ~ P ク 催択

ヽ I ~ D 
ヽ
゜関ユ

I 佐
10 ／ 18 

~ 議 E す

オ 藤 ＄ 長 S る

I 隆 s 出 C ア

夕 副 ＄ 席 A ジ

二 理 ＄ ゜ P ア

事 s 会 議

長 ~ 議 員
ヽ s 室 フ

住 ＄ オ

栄 ＄ I 

作 ~ ラ

埋 ~ ム

事 ＄ L— 
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一
ネ ァ

宣 食 衆国 ゜ ゜ツ
ジ

゜ ゜言
糧 汝 . 際 他 国 ア ア

プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐岸会 ‘人

を 口請国月 署 人 界超口 庁村 部藤 議フ 口

と ． す政及名 口 で党問 ‘仁 昭 信員 ィ 事

る食る府び ．． IZ 初派題 マ八 吾隆介 リ 情
こ糧五忙十佐 関 の議議 ス郎 ヽ ヒ• 視

ヘ
と 問項現一藤 す 試員員 コ

ヽ
山団 ソ察

を題 目 実月 る みー懇 ミ w 崎長 -団

要解か的の隆 宣 で一談 関 ド 立屯 ヽ 派

請決 ら且世 言 あ九会 係 レ 男
ヽ

遣

し の成っ界
L_  

る名← 等 I ‘田 ヘ

た為 る果人 ° で設 ,, 
加中 イ

宣
ヽ ° 敢口 国 発立 I 藤龍 ン

言国 な ． 連 足
ヽ

ッ夫 ド

文連 諸食 へ式 ゜ J ヅ
ヽ ヽ

ヘ
o K 政糧 於典 会 ク ェ八 ク

リ 策会 ．． 長 ィ ‘田 イ

I を議 国 .. プ―ゞ 貞
ヽ

ダ 採忙 連 岸 ィ 義 イ

I る先 本
ヽ

ンン‘
ツ よ 立 部 信 グ ド
ツ ぅ ち ヽ

介 ネス
ヽ ヽ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日

．
 
開
発
協
会
発
足
に
至
る
経
緯
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士
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゜
顧 国ル南 参 P 堂斉

を先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 U 森藤 回

結進 N 来団寺孫 議ア家 国列 芳邦

成国 F 佐＾ 子信員メ 族 .. 国 夫吉 国

さ に P 武十宏藤介＾ リ計 提→ 佐六議
ヽ

際ヘ
せ も A 郎六 ‘吉へ八カ画 唱食藤十会 柏元 人

る 、一 ‘名他 ‘団名 ‘視 ° 糧 五同 原厚 口
ベ途名花ツ 和長ッカ察 と隆力盟 ヤ生 会

く上 ‘村 田 ‘ーノ ナ団 人代国会 ス大 議

‘国事仁 耕
ヽ ク·~ 口議 議 ‘臣

各に務八 作佐 ツメ 間士 中ツ

国 も局郎 ‘藤 キ 題 沢
ヽ

立 ‘五 阿 ツ
l_  伊八

法人名他 部隆 コ ラ 登田

府口 昭
ヽ ヽ

イ 子貞~ ヘ

議問 吾住 コ ス 於 義総於

員題
ヽ

ロ . ．． 他 ‘幣， 9

に議 福栄 ン ノ＜ 東 佐 プ

呼員 岡作 ビ ン 藤四カ

びグ 義
ヽ ア ク 五 レ

かル 登
ヽ

構 隆 0 ス
け I 

ヽ プ 想 月し 'O  卜
たプ ラ を

ヽ 人ツ

゜
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九
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t ヽ I -= 十一

王 、-

I I 人 人
日 p 日 p 

゜゜
参 ロ ゜ ゜

日参 ロ

゜
本

゜ ゜
本

゜
予運 加 と 国議一本加 と

ー側
p 開側 p 算営 国 開 際員九側国 開

宣参 国 催参 国 委 ．． 発 議へ七 .. ．． 発
言加 際 国加 際 員四 メ 米 列 員の七佐 日 先
← 者 会 ‘者 会 メ 十キ

ヽ
国 会呼年藤

ヽ
進

の .. 議
゜
" 議 ソ名 ツ英 I 国 議び九 米 国

草佐 準 主佐 準 ，，ヽゞ ヽ コ ‘会 のか月 隆
ヽ
会

案藤 備 催藤 備 I ヽ ‘加 第 議 開け の ‘英 議
作 委 機 委 国 日 プ ‘員 催 ° 中和 ヽ

ヘ
成隆 員 関隆 員 ‘本 ラ 西 回 ヘ vc 南田加 ロ
ヽ 会 ヽ 会 ° た、ジ独 I つ 米耕

ヽ
ン’

゜
他 ヘ ゜

他 ヘ 参十ル‘塁 P し‘ 視作西 ド
会 第 議 第 加名‘ィ 0 て 察 ‘独 ソ
議 題 国ッコン 会 p 討 に士＾

ヽ
ヘー

規 へ回 etc 於回 、 ロド議ッ
議 引井五 ボ

定 於ッ ヽ ．． 、- 0 ン 、準 東
゜ 続たカ ン

ヽ ．． に チ 議 ビス：京 き か国
ヽ

゜
メ つ ユ 事 了リ 議 会 各子・・ ベ

日 キ し、 二 日 ヘラ議 国 十 ノレ

程 ツ て ジ 程 九 ン‘ I 立 ノ~‘ リ
etc コ ア ヽ

力 力 法 名 ン／
、- ヽ

国 ヽ
府 、一 、-
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ヽ
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ヽ
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をは佐 ピ ツ
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ヽ
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意バ住 ド Jレ する 年 年 ゜

ヽ
よ 宣 でル 佐 0 機

を I ネ ヽ
十 十 ア り 言

ヽ I 藤名 関
取 と 栄 ツ

ア
二十 七 ジ

ヽ u プ ヽ
マ ヘセ " 

付 し作 ア v 於 ア 月 月 月 月 7 一採 N ヽ 隆 I 
け て

ヽ I .. ソ の九択 F 結 ヽ p 

＾ た参井五ツ ク 国 ヘ ヤ ブ 忙仏中於ケ 各八 p 成 石 p 
ヘ

° 加上カ ア ア 会 予ネ ラ 於 ‘国 て 二 大一 A 国 本 F 於
を晋国

ヽ
ラ 議 定イ ジ て ス の ヤ 陸年 に二▲ 等 .. 

し 方ック ル員
ヽ ロ ／レ 卜 北 の で

ヽ
働十 茂 ス

ヽ
イ ン代 に の ラ 京 ナ の ア き 五

ヽ
リ

北
ヽ プ表 於 リ ヌ、 ~ イ 人 フ か 力 中 ラ

京 フ I 者 て オ プ於 ロ 口 リ け国 村 ン/

会 イ ル会 フ一ー`  I て ビ 会カ ‘を 啓 力

議 リ ツ議 ジ Jレ (,( 議
ヽ

コ 超 、一

ヽ ヽ
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士
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第 人 佐 第人 日 人
日 参ニロ ァ藤 参ーロ 佐 . 口
本 加回 と

゜ド ゜ 加回 と ゜藤中
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側 国運開 を地ーバ隆 政 国運開 開 打開．． ．． 営発 任城九ィ 代 治 .. 営発 催隆合発
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子
ヽ
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ヽ
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五栄 ン' 国 開 コ 発 の ン 国 な 国
名作 ド 会 催 ロ 計 問 ド 会 可 会

ヽ ヽ
議 と ン‘ 画 題 ヽ 議 能 議

ス 員 そポ の ス 員 性 員ヘ
リ へ会 の宣 u 除 リ ~ 会 打 ヘ会
ラ 於議 フ 号口 N 外 ラ 於議 診 於議
ン ．． 

ォ “ D に ン/ ．． .. 
ヵ 北 ロ I'( p っ ヵ 東 北

I 塞 ヽ し‘ ヽ

ア づ と て

京 ツ ＜ 京 京
ヽ プ

ヽ ヽ ヽ
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九
八
一
・
十

(
+
•
二
十
七I

―
二
十
）

20. 19. 18. 17. 16. 15. 14. 13. 12. 11. 10. 

阿

部

昭

山

口

敏

夫

事

務

局

柄

谷

道

和

田

耕

矢

追

秀

彦

（

一名

秘
書
数
名

,, 

ヽ

柏

原

ヤ

ス

有

島

重

片

山

甚

川

本

敏

美

（

” 
ヽ

福

岡

義

登

＾ ,, 
、一

土

井

た

か

子

ヘ

,, 

ヽ

qi 

井

上

晋

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

一
九
八
一
年
十
月
―
―
十
七
日

1
三
十
日

（
衆
•
自
）

茂
（
参
・
自
）

方
（
衆
・
社
）

市
（
参
・
社
）

武
（
衆
•
公
）

（
参
•
公
）

作
（
衆
・
民
社
）

（
参
・
民
社
）

（
衆
•
新
自
）

吾
（
衆
・
社
民
連
）

同
時
通
訳
者

＆
 

田

代

由

紀

男

ヘ

” 
ヽ

7. 

石

本

6~ 

粟

山

明

ヘ

" 
ヽ

只
5

桜

井

新
（

" 

、-

4
 

関

谷

勝

嗣

~ 

” 
ヽ

3. 

住

栄

作

（

,, 

‘ーノ

2
 

佐

藤

隆

ヘ

” 

、-

L

団

長

福

田

赳

夫

m
日
本
側
出
席
者

会
場
＂
人
民
大
会
堂

開
催
地
~
中
国
北
京
市

期

日

一名
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克
． 

十

十

第人

三口 (31 (2) 

回と ④ ③ ② ① 
運開 主 起司副議
営発 最 第 第 第な 草

議
委に 。終° 三 0 二 0 o .. ーる 委
員関 北 住日ゴ黒日福福 日 日 員会長長
会す 京日代目 日 田 目田田 目程 .. ．． ．． ．． 
る 宣へ議へ本俊へ元元 r 住陳佐暦
ア 言十士十の夫十首首十 慕藤承
ジ 採月 に月人博月相相月 栄華 志

ヘ ア 択三ょ二ロ士ニ ‘の二 作 隆
北国 十る十変の十国特十 ヘ ヘ
京会 日 力 九動 八連別七 他中他中
会議

、ノン
日 の 日乎講 日 五国五国

議員 トツ傾 ツ和演ツ 名副名全
最会 リ 向 賞 総 人

終議 • I と "" 又 理 代

日 展 賞 ヽ
副レ

同 ボ 望 委

地 I L— 員
忙 卜 講 長
て 発 演 ‘ーノ
ヽ

表
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言閃 克
八二
I • . 
む三 . 

十

ー 財
特 日 参 人 玄団
記本 加 口 監 理副埋さ た北法
事側 国 と

” ” 
理 事 れ→ 京人

項・・ " 開 事 たア会ア.. 佐他 六 発 事 事長長 。ジ議ジ

② ① 藤機 ケ vc ．． ．． ．． ．． ．． .. ァ時ア
と そ A を開 t:I ... 基ー 関 国 関 斎前花住佐田 議の人
なの F 正発 図 " づ九隆 .. ．． す 田 田村 藤中 員第口... 
ま p 式に の ~· 

き八 'u ソ 中暫る 慶福仁栄 龍
フーつ -§ ォー . 

た ま P に関° "' ――井 N カ 国定ア 四三八作隆夫 I 回開
o A D 発す百≪ g ぢ年上 F ヽ ‘委ジ 郎郎郎 連発ラ
F 発足る 巳 屯 芯’十晋 p イ 日 員 ア ヘ rヽ、ヘ,,,....... ,,-、ヘ ム営協
P 足 ゜ァ

~:,. "" 0 " 
ロ 月方 A ソ本会議 事財） 日経 衆 し委会

p に ジ g>rj " El —=: 、 卜ぐ 、 ヘ員 務家本団 胃 の員D 併 ア
>rj ト→

十他 I'マ於フ 局族電連~ ” ” 活会創
第い 議 屯 ~- 日人 P オレ・・ オ 長計波副 議 動に立

g゚ 付口 P I I 二 l ッ画塔会自自員自
ヽ 員 屯 に9

母於
回 こ フ g 屯 “問 F ツ ラ 体てCJ 

＂ 
ス ユ

国闊長ッ民民民
運の オ 、- ゜己北題

ヽ 卜 ア I ム 際社 党党党 と ヽ

営委 I ，， ~-京専 A ラ ヽ プーや L— 
協長 総副総 し発

委員
ラ
人 月＂ 宣門 Y リ ス リ

財カッ 務局事幹務会
て議ム

員会 口 ~ 言家 C ア リ I 創 さ
会は “ K: p ラ

ヽ
団 長長長 立れL— と

＼ヽヽ
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ヘ十一 九八 ヘ八• 九八
． 

1-: -1・-t-• 
むー

c:; 八

ーゴ 第一l
人

゜
議 参一人

宣 議参 口 貸準 加回 口

加 と 準備長 国準 と

言 題国 開 備委 ．． ．． 備開
.. ．． ．． 発 連員佐 F 卜 日 連発

諸員各子西西 f'C 営会 藤 p ラ 本営忙
問会国供半半 関 委及 A リ ‘委関
題 L_ にの球球 す 員び隆 等ア中員す
のを→ 保諸諸 る 会大 ‘国会る

改形人護国国 プ 役会 フ
ヽ ア

善成口 . の二 ラ 員参 イ イ ジ~

Vi'. し と 移開十 ジ に加 リ ン‘ ア

向 ‘開民発 ケ Iレ フ 国 ピ ド 議

け議発の ． 国 会 イ 等 ン‘
ヽ
員

‘題忙各人 議 リ le ‘ス フ

積と 関問口 L 
ヘ ピつ 他 リ オ

極 しす題 ． 於 ン• し‘ u ラ ヘ I 
的て る 1'1: 婦 ．． がて N.  ン於ラ
に と 国つ人 プ 加 D 力 .. ム
努 り 内いの ラ わ p ヽ マ L 

力あ議て 地 ジ つ ‘オ 二

すげ員 ° 位 Iレ た u I ラ
る た委 . 、- ゜ N スツ

゜
-41-



ヘ五• 九八 汀
士弓 i七ニ~ I 
二五

也

冗 元
第 大 本第 オ 発共主 大

統 会一 プ 起 統
回 領 議回 ザ 人催催 領
本 ． " 執 I メ ．． ．． ． 
会ボ ワ 福 首 '83 行 バ チ コ セ Iレ ウ 日 ン国人 首
議 レル田 相 年委 I ユ ロ ネ I イ バ連口 相．． ロ 卜 赳 会 秋員 ．． 二 ン‘ マ I 開 と ＾会予 's3 元，、夫 議 開会 ジ ビ ガ

｀ 
I 
発開於議イ .. 

定年 コ イ 元 実 催 .. ギ ァ ァ ノレ ア ン本 計発 ．． 設
首 行 予 '83 リ

． ． ． ． ． . 
画に 立11 ロ ム

ノ< サマ ワ 福 ウヌ
月 ン前相 委 定年 ス

イ ス ン・ ネル 田 ヘ関 イ 委
中 ビ国 員 5 ． 

ラ 卜 コ ス 卜 赳 u す I 員旬 ア連 会 月 ヒ 元ラ 1 ク’‘夫 N る ン会
オ大事 東 I 首 1 ル元ィ元 D グ ヽ

I 統務 凩， ス 相ナ前首ム首 p ロ ホ
ス領総 で 刀 • 前 ヽ I 

'. I 
卜 長 ヘ 開 首

ボ大相国相
ノ フ

リ 於 催 相 レ統 連 ル• プ
ア 予 ロ領 事

コ Jレ
で 東 定 元 務 ミ グ
開 大 総 ッ王
催 凩， 統 長 テ宮ヽ 領

ィ~

-42-



ヘ十• 九八 克
十三

十1 ・
． 

—+ 七
ヽ

七

-, ヘ ヘ ヘ ヘ 財
。 議 参第人 理経 理行 理科 埋人初厚団
大 加ニロ ,, ,, 政 ,, " 子'"" 

,, 
” 口の生法

会長 国回 と 事済 事〇 事技 事 ． 埋 ‘人
参・・ ・・準開 ．． ．． .. .. B .. ．． ．． 術・・ ・・・・開事外ア
加佐 u 日備発 房界頒翁内 ． 武森本 ． 小川黒発会務ジ
国藤 N 本運忙 野▽ 之久村官田 多工林野田 . で 、ァ
等 D ‘営関 夏 部次良界修一健ネ和重俊食新農人
忙隆 P 中委す 明 量郎英ジ三久ール正任夫糧た林口
つ ‘国員る 郎 ギ 分に水 . 
し、 u ‘会ア ヘ へへへ へへへ I へへへ野次産開
て N ィ ジ 経 前元元 東日東 ． 日東日▽ の三発
F ン’ ア 団 外厚農 海本大資大大大 十省協
p ド 議 連 務生林 大原工源人名人 氏共会
A 

ヽ 員 総 事事事 エ子学分口誉口 が管埋
ヽ フ フ 務 務務務 学力部野研教研 埋認事
I ィ ヘ オ 部 次次次 部産教▽ 究授究 事可会
p リ 於 I 長 官官官 教業授 所-所 に法
p ピ ・・ ラ ヽ 、、、 授会ッ 教 顧 就人

F ン‘ ノ、ゞ ム ツ議 授 問 任に
‘ン L. 専 、- ‘ ° 拡
ーコ 務 大
ク 理 し
ヽ 事 て

ヽ
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第

五

条

5

人
口
及
ぴ
開
発
問
題
の
専
門
家
の
派
遣
及
び
受
入
れ

4
 

へ
の
協
力

3. 9
i
 

日
本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
問
題
と
開
発
に
関

す
る
調
査
研
究
等
を
通
じ
て
、
社
会
開
発
と
経
済
発
展
に
寄
与
し
、

推
進
忙
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
及
ぴ
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
及
び
開
発
問
題

問
題
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

人
口
及
ぴ
開
発
問
題
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
係
機
関
と
の
情
報
の

交
換
及
ぴ
協
力

公
的
機
関
、

公
的
団
体
等
に
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
係
る
人
口
及
び
開
発

事
業
（
農
業
開
発
事
業
を
含
む
。
）

会
議
及
び
研
究
会
の
開
催

1. 

（
食
料
・
農
業

忙
関
す
る
調
究
研
究
及
ぴ
研
究
の
助
成

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

（

事

業

）

ア
ジ
ア
忙
お
け
る
福
祉
の
向
上
と
乎
和
の
確
立
及
ぴ
我
が
国
の
国
際
協
力
の

第

四

条

こ
の
法
人
は
、

（
目

的
）

第

章

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

目
的
及
び
事
業

第

条

こ
の
法
人
は
、

必
要
と
認
め
る
と
き
は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
支
部
を

（

支

部

）

二

号

永

田

町

T
B
R
ビ
ル
七
―

0
号
室
忙
置
く
。

第

条

（
事
務
所
）

第

条

（

名

称

）

第

章

こ
の
法
人
は
、
主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番

こ
の
法
人
は
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
と
い
う
。

総

則

財
団
法
人
「
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
」

寄

附

行

為

も
っ
て

-44-



第

十

条

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
に
要
す
る
経
費
は
、

（
経
費
の
支
弁
）

第

九

条

又
は
担
保
忙
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

運
用
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す

繰
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

（
資
産
の
管
理
）

決
を
経
た
確
実
な
方
法
忙
よ
り
、

行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
法
人
の
基
本
財
産
は
、
処
分
し
、
担
保
に
供
し
、

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
上
や
む
を
得

な
い
埋
由
が
あ
る
と
き
は
、
埋
事
会
忙
お
い
て
埋
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以

上
の
同
意
を
得
、

主
務
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

（
墓
本
財
産
の
処
分
の
制
限
）

第

八

条

こ
の
法
人
の
資
産
は
、

埋
事
長
が
管
理
し
、

そ
の
一
部
に
限
り
処
分
し
、

そ
の
方
法
は
、

R
運
用
財
産
は
、
基
本
財
産
以
外
の
財
産
と
す
る
。

財
産

3
 

9
i
 

法
人
設
立
後
忙
基
本
財
産
と
す
る
こ
と
を
指
定
し
て
寄
附
さ
れ
た
財
産

法
人
設
立
後
忙
理
事
会
で
墓
本
財
産
忙
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
議
決
し
た

I. 

事
業
忙
伴
う
収
入

そ
の
他
の
収
入

こ
の
法
人
の
資
産
を
分
け
て
、
基
本
財
産
及
び
運
用
財
産
の
二
種
と
す
る
。

法
人
設
立
忙
際
し
、

財
産
目
録
中
塞
本
財
産
と
さ
れ
た
財
産

②
基
本
財
産
は
次
忙
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第

七

条

（
資
産
の
種
別
）
5i 
4
 
3

寄
附
金
品

9
i
 

財
産
か
ら
生
ず
る
果
実

財
産
目
録
忙
記
載
さ
れ
た
財
産

第

六

条

第

章
1. 

（
資
産
の
構
成
）

7
ぃ

前
各
号
の
位
か
、

6~ 

又
は
運
用
財
産
忙

こ
の
法
人
の
資
産
は
、
次
の
各
号
忙
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

人
口
及
び
開
発
問
題
に
関
す
る
資
料
の
収
集
及
ぴ
提
供

資
産
及
び
会
計

理
事
会
の
議

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
忙
必
要
な
事
業
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R

理

事

長

は

、

こ
の
法
人
を
代
表
し
、

第

十

七

条

こ
の
法
人
忙
理
事
長
を
置
き
、

理
事
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

（
理
事
長
）
③ R 

（
埋
事
及
び
監
事
）

監
事
は
、

こ
の
法
人
の
業
務
を
議
決
し
、

民
法
第
五
十
九
条
の
服
務
を
行
う
。

こ
の
法
人
の
業
務
を
総
理
す
る
。

理
事
は
、

理
事
会
を
構
成
し
、

埋
事
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

R
理
事
及
び
監
事
は
、
相
互
忙
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

執
行
す
る
。

第

十

六

条

埋

事

及

び

監

事

は

、

2

監
事

二
名
以
内

L

理

事

第

十

五

条

〈役

員
）

第

四

章

役

員

等

第

十

四

条

全
部
又
は
一
部
を
甚
本
財
産
に
繰
り
入
れ
る
か
、

又
は
翌
年
度
忙
繰
り
越
す

会
計
年
度
末
忙
剰
余
金
が
生
じ
た
と
き
は
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
そ
の

又
は
収
支
予
算
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

会
計
年
度
開
始
前
に
主
務
大
臣
忙
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
計
画

第

十

一

条

（
事
業
計
画
及
ぴ
収
支
予
算
）

（
事
業
報
告
書
及
び
収
支
計
算
書
等
）

第

十

二

第

十

三

条条

こ
の
法
人
の
事
業
計
画
及
ぴ
収
支
予
算
は
、

毎
年
度
の
事
業
報
告
書
、

埋
事
長
が
作
成
し
、

該
会
計
年
度
終
了
後
―
―
―
月
以
内
忙
主
務
大
臣
忙
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
剰
余
金
の
処
分
）

も
の
と
す
る
。

（
会
計
年
度
）

日
忙
終
る
。

監
事
の
監
査
を
経
た
後
、

こ
の
法
人
忙
次
の
役
員
を
置
く
。

十
五
名
以
上
二
十
名
以
内

る
。

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
毎

収
支
計
算
書
、
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
は
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、

当

こ
の
法
人
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
忙
始
ま
り
翌
年
―
―
―
月
三
十
一
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（顧
第

＆
 
2
 
1. 

寄
附
行
為

ら
な
い
。
埋
事
長
は
、

主
た
る
事
務
所
忙
‘

て
、
理
事
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

こ
の
寄
附
行
為
で
別
忙
定
め
る
も

②
事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
忙
関
し
必
要
な
事
項
は
、

理
事
会
の
議
決
を
経

第
二
十
一
条

（
事
務
局
）

第
二
十
二
条

又
は
意
見
を
述
べ
る
。

R

顧

問

は

、

理
事
会
の
推
薦
忙
よ
り
埋
事
長
が
委
嘱
し
、

こ
の
法
人
忙
顧
問
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

の
基
本
方
針
に
関
し
、

（
帳
簿
及
び
書
類
の
備
付
け
）

第
二
十
二
条
の

2
埋
事
、

許
可
、

埋
事
長
の
諮
問
に
応
じ
、

こ
の
法
人
の
運
営

こ
の
法
人
の
事
務
を
処
埋
す
る
た
め
、
事
務
局
を
設
け
、

置
く
。

監
事
等
及
び
職
員
の
名
簿
及
び
略
歴
書

認
可
等
及
び
登
記
忙
関
す
る
書
類

必
要
な
跛
員
を

の
の
ほ
か
、
次
忙
掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

間
）
の
議
決
忙
よ
り
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
、

又
は
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
の
あ
っ
た
と
き
は
、

理
事
会

二
十
条
役
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
忙
耐
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

（

解

任

） ③
 現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

役
員
は
、
辞
任
又
は
任
期
溝
了
後
忙
お
い
て
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま

で
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
。

②
補
欠
又
は
増
員
忙
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
又
は
他
の

第

十

九

条

役

員

の

任

期

は

、

（

任

期

）

第

十

八

条

（
副
埋
事
長
）

副
埋
事
長
は
、

一
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

R

埋

事

長

を

補

佐

し

、

埋

事

長

忙

事

故

あ

る

と

き

又

は

理

事

長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
賊
務
を
代
行
す
る
。

こ
の
法
人
に
副
理
事
長
一
名
を
置
き
、

理
事
の
な
か
か
ら
互
選
す
る
。
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第
二
十
八
条

（議

や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
埋
事
会
忙
出
席
で
き
な
い
埋
事
は
、

は
議
長
が
決
す
る
と
こ
ろ
忙
よ
る
。

こ
の
寄
附
行
為
で
別
に
定
め
る
も
の
の
祖
か
、

こ
の
日
数
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ぁ

理
事
会
の
議
決
は
、

出
席

決
）
が
で
き
な
い
。

第
二
十
七
条

埋
事
会
は
、

埋
事
現
在
数
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

（
定
足
数
）

第
二
十
六
条

（議

長
）
す
る
と
き
は
、

第
二
十
五
条

日
時
、

場
所
を
示
し
て
文
書
を
も
っ
て
七
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

理
事
会
の
議
長
は
埋
事
長
と
す
る
。

埋
事
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

（
書
面
表
決
等
）

第
二
十
八
条
の

2

た
だ
し
、

理
事
全
員
の
承
諾
が
あ
る
と
き
又
は
緊
急
を
要

た
だ
し
、

可
否
同
数
の
場
合
に

内
容
、

R
理
事
会
を
招
集
す
る
忙
は
、

理
事
忙
対
し
会
議
の
目
的
た
る
事
項
、

き
は
、

理
事
長
は
速
や
か
に
理
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の

②
理
事
又
は
監
事
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と

埋
事
会
は
埋
事
長
が
招
集
す
る
。

（

招

集

）
9
i
 

そ
の
他
、

1. 

予
算
を
伴
わ
な
い
権
利
の
放
棄
ま
た
は
義
務
の
負
担

決
す
る
。

第
二
十
四
条

（

権

能

）

第
二
十
三
条

（

構

成

）

第

五

章
5. 4i 

埋
事
会
は
、

理
事
会
は
、

理

事

こ
の
法
人
の
連
営
忙
関
す
る
重
要
な
こ
と

こ
の
寄
附
行
為
忙
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
議

理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

会

収
入
及
ぴ
支
出
に
関
す
る
帳
簿
及
び
証
拠
書
類

そ
の
他
必
要
な
書
類
及
び
帳
簿
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第
三
十
二
条

（解
第

六

こ
の
法
人
の
解
散
は
、

の
同
意
を
得
、

散
）
同
意
を
得
、

主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い
。

（
寄
附
行
為
の
変
更
）

第
三
十
一
条

こ
の
寄
附
行
為
は
、

理
事
会
忙
お
い
て
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上
の

理
事
会
忙
お
い
て
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上

主
務
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
解
散
す
る
。

章

寄
附
行
為
の
変
更
及
ぴ
解
散

R
議
事
録
は
、
事
務
所
忙
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

只
5 4. 3

 

議

案

む
。
）

の
氏
名

2
 

第
二
十
九
条

第

三

十

条

ら
か
じ
め
通
知
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、

の
出
席
埋
事
を
代
理
人
と
し
て
表
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
監
事
の
出
席
）

日
時
及
び
場
所

理
事
の
現
在
数
及
び
出
席
埋
事

議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

議
事
録
署
名
人
の
選
出
忙
関
す
る
事
項

（
書
面
表
決
者
及
び
表
決
委
任
者
を
含

ー 署
名
人
二
人
以
上
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

及
び
出
席
埋
事
の
う
ち
か
ら
、

そ
の
埋
事
会
忙
お
い
て
選
任
さ
れ
た
議
事
録

②

議

事

録

は

、

議
長
が
作
成
し
、

少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
記
載
し
、
議
長

理
事
会
の
議
事
忙
つ
い
て
は
、
議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
議
事
録
）

監
事
は
、

理
事
会
忙
出
席
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

③
第
一
項
の
代
理
人
は
、
代
埋
権
を
証
す
る
書
面
を
本
協
会
忙
提
出
し
な
け

な
い
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。

②

前

項

の

書

面

は

、

埋
事
会
の
開
催
の
日
の
前
日
ま
で
に
本
協
会
に
到
達
し

場
合
に
お
い
て
、

前
―
一
条
の
適
用
忙
つ
い
て
は
、

書
面
を
も
っ
て
表
決
し
、

出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

こ
の

又
は
他
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行
す
る
。

た
だ
し
、
第
十
五
条
の
規
定
の
変
更
忙
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施

三
十
一

日）

か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
寄
附
行
為
の
変
更
は
、

主
務
大
臣
の
認
可
の
あ
っ
た
日

（
昭
和
五
十
八
年
―
―
―
月

附

則

規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、

別
紙
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
忙
よ
る
。

4. 

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
及
ぴ
収
支
予
算
は
、

3
 わ
ら
ず
、

（
残
余
財
産
の
処
分
）

第
三
十
三
条

第
三
十
四
条

大
臣
の
許
可
を
得
て
、
類
似
の
目
的
を
も
つ
公
益
法
人
に
寄
附
す
る
も
の
と

な
事
項
は
、

埋
事
長
が
定
め
る
。

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
忙
か
か

昭
和
五
十
七
年
―
―
―
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

こ
の
法
人
の
設
立
の
日
の
属
す
る
会
計
年
度
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

第
十
一
条
の

わ
ら
ず
、
別
紙
役
員
名
簿
の
と
お
り
と
し
、

そ
の
任
期
は
、
第
十
九
条
の
規
定
忙
か
か

2
 
1. 附

こ
の
寄
附
行
為
は
、
厚
生
大
臣
の
設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
寄
附
行
為
忙
定
め
る
も
の
の
殴
か
、

第

七

則 章

雑

則

す
る
。 こ
の
法
人
の
解
散
に
伴
う
残
余
財
産
は
、

こ
の
法
人
の
運
営
に
関
し
必
要

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、

主
務
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